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め

に
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.
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小

説

を

つ

く

る

時

、

わ

た

く

し

の

最

も

興

を

催

す

の

は

、

作

中

人

物

の

生

活

及

び

事

件

が

開

展

す

る

場

所

の

選

'

択

と

、

そ

の

描

写

と

で

あ

る

。，

わ

た

く

し

は

屢

人

物

の

性

格

よ

り

も

背

景

の

描

写

に

重

き

を

置

き

過

る

や

う

な
 

誤

に

陥

っ

た

こ

と

も

あ

っ

た

'0
''
.

永

井

荷

風

「

澤

東

綺

譚

.1

(

1

)

永
井
荷
風
の
作
品
を
都
市
文
学
と
み
る
試
み
：は
、
的
を
は
ず
れ
て
は
い
な
い
：よ
う
に
.思
如

れ

る

。

背
景
描
写
に
彼
が
い
か
.に
力
を
注
い
だ
か 

は
、「

澤
東
綺
譚」

ダ
み
て
.も
わ
か
る
が
、
.：こ
.の
よ
う
.な
態
度
の
結
晶
を
.

「

日
和
下
駄」

.■'に
^
め

て

も

さ

ん

.

ハ
'
,
'
'
:
,
'
:

生

構

造

階 b m 造
——  一- — j r ■

尘 沽 ,
mm

\

. 坐活 
'体制

生活 _ 
纖

V  〃

生活
理念

形 態 槐 造

第3 図也活構造，階層構造，地 
域構造，形態構造

\ 生 活 体 制

生
階層一 
構造，

_生 活
構造 生

活
1 \ 活

基 1 y ^  1 理

盤
地域
構造—

■形 態 ' 
'構 造

..つ'

念'

第 2 図生活の領域と四つの構造 第 1 図 生 活 の 領 域

Pllj
/̂///////̂

(

2)

都
市
の
研
究
方
法
の
試
み
と
.し
て
文
学
作
品
に
よ
る
都
市
観
察
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
方
法
を
用
い
な
が 

都
市
の
生
活
と
都
市
の
構
造
に
つ
い
て
考
え
て
み
‘た
.い
。

こ
の
よ
う
な
方
法
に
は
問
題
も
残
る
が
、
 

都
市
の
性
格
を
把
握
す
；る
場
合
、.

こ
の
方
法
が
こ
れ
ま
で
の
都
市
研
究
方
法
と
並
ん
で
少
な
か
ら
ず
有
効 

性
を
.持

'o'
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

都
市
生
活
を
と
こ
で
は
、
生
活
基
盤
、■.
.生
活
#
制

-
生
活
理
念
、
.'
生
活
景
観
の
四
つ
の
領
域
と
し
て
と 

ら
え
て
み
る
。
こ
れ
を
都
市
の
構
造
：に
分
解
す
る
と
、
地
域
構
造
、
階
層
構
造
、
.
生
活
構
造
、
形
態
構
造 

の
四
つ
の
構
造
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
前
述
の
方
法
を
使
用
し
、
都
市
の
性
格
を
分
析
し
て
み
た 

い
。
特
に
明
治
> 
大

正

.
昭
和
の
東
京
を
下
町
と
山
の
手
を
対
照
さ
せ
な
が
ら
概
観
し
、
下
町
と
山
の
手 

の
生
活
を
と
り
あ
げ
る
。

と
こ
ろ
で
、
也
活
基
盤
、
生
版
体
制
，
生
活
理
念
と
い
う
と
ら
え
方
は
、
奥
井
復
太
郞
教
授
の
都
市
研 

■

'

•■
:.
一
 

卜

::
一
 

/
 

.

.

究
の
基
礎
に
あ
る
考
え
方
で
あ
つ
た
。
..そ
の
考
え
を
土 

.:
■

▲

 

v

^

l

l
 

r

念
: -
'

 

.

:台
と
：し
、
'

故
は
こ
こ
で
企
&
^
撕
と
い
う
領
域
を
加
え

.
1
1

 

^

活
造
I

t
態

造

：：

て
み
た
。
奥
井
教
授
は
、
生
活
基
盤
、
生
活
体
制
、
生 

激樹择生構杉.

偷截

 

:

k

.体

4 

ノ

ヘ
^

章
ノ
活
理
念
の
三
者
を
立
体
的
な
相
互
関
係
で
と
ら
え
、
こ

滿
■
’

活

「

\

广

)

'r
v

.-

.の
三
者
の
..変
化
の
速
度
が
そ
：れ
ぞ
れ
異
な
る
.か
ら
、
さ 

li
r
袖

^

.
層
^

,
丨
域
造
.
.
电

/ 

.
ど

階

構

'

地

構

."
V

 

'
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
坐
ず
る
と
み
た
。

こ
れ
ら
の
生 

'•
'ぬ
ベ
：
h 

活

©
各
領
域
を
囪
示
.す
れ
ば
第
.，
一
；
図

^
な
り
、
生
活
景

5
ハ
ま
.-
.
.
.
斧

七

五

(

ニ
七
七)

地

域

m
造

::

都

市

の

生

活

：

I

馨

の

構

造

：



と
四
つ
の
構
造
の
関
連
性
を
示
す
と
第
一1

図
、
.第
三
囪
と
な
る
。
第
三
図
は
.、
第
一
一
図
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
が
、
：
こ
れ
は
、
.地
域
構
造
、
階
層 

構
造
、’
'生
活
構
造
、.
.：形
態
構
造
を
_签
礎
と
す
る
見
方
で
あ
る
;°
都
市
現
象
の
分
析
は
決
し
て
容
易
で
な
い
が
、
諸
現
象
の
相
互
関
係
を
、
こ
こ
で 

試
み
；る
四
つ
の
媾
_

の
^
連
性
と
一
み
•る
と
、
，多
彩
な
都
市
現
象
を
汾
浙
す
る
ニ
つ
.の
手
が
か
り
が

つ

か

め

る

よ

う

に

.

思
わ
れ
る

P

な
.お
、

こ

の

四 

つ
の
榄
造
を
蜇
ね
合
せ
た
場
合
に
¥ '
び
あ
が
る
都
市
の
^
が
'、
、.実
際
尤
は
問
題
と
众
る
が
、
こ
こ
で
は
考
察
の
都
合
ヱ
、
1都
市
0
姿
を
い
く
つ
か 

の
生
活
0
領
竦
と
都
市
.の
構
造
と
ー
に
分
解
し
た
。
#.
.に
生
活
景
観
に
重
点
を
置
ぎ
な
が
ら
都
市
の
構
造
を
と
ら
え
て
み
た
い
。
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.
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.
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.
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(

1)

奥
井
復
太
郎
教
授
が
、，
そ
の
都
市
研
究
に
お
い
て
文
学
作
過
令
使
用
す
义
冽
は
随
所
に
み
ら
れ
る
。
荷
風
の
，作
品
を
都
市
文
学
と
み
て
、
荷
風
に
お
け
る 

:

景
観
描
写
を
都
市
研
究
に
導
.入
す
る
丰
法
は
、
荷
風
追
悼
講
演
会
の
席
上
で
お
こ
^
わ
，水
た
奥
井
教
授
の
講
演
に
.も
う
か
が
，わ

れ

る

。

.

「

三
田
評
論」

第
五
八
四 

.
号
、一

九
五
九
年
所
収
、
，奥
井
復
太
郎「

荷
風
と
東
京——

都
市
社
会
学
の
立
場
か
ら
み
た
荷
風
，の
作
品
j

•を
参
照
せ
よ
。
こ
の
講
演
で
、
教
授
の
挙
げ 

.

た
荷
風
の
作
品
は「

日
和
下
駄」

「

冬
の
.蠅
ド「

ち
ぢ
ら
-1
>髪」

.「

つ
ゆ
の
あ
と
さ
き」

「

湩
東
綺
譚」

で
あ
る
。
荷
風
の
作
品
の
引
用
は
、：奥

井「

都
市
経
済
論」 

(

1
〇

七

頁

、

「

渥
，東

綺

譚

」)

.々

注

著「

現
代
大
都
市
論」

(

三
六
ニ〜

三
頁
、「

つ
ゆ
の
'あ
と
さ
きJ.、

三
六
八
頁
、「

ち
ぢ
ら
し
髪」)

に
も
み
ら
れ
る
。
-I
現 

代
大
.都

市
論」

，
の.郊
外f

«

外
祀
ム
©
:の
.描
写
に
ぉ
ぃ
て
は
、
な
ぉ
、
田
山
花
袋
の
.「

東
京
の
近
郊」

(

三
3:
五
頁)

、r

東
京
の
三
十
年」

(

三
六
八
頁)

、
 

夏e

漱

石「

.三
四
郎
；
o
一
一
七
九
項

〉

が

引

用

さ

れ

て.

S

る
。
；
：

.
' 

.

.

.
'

,•
■

■;
,

「

荷
風
と
東
京」

.

.
'
の
：
次

.
の

; ,

節
ば
|»
!
基
本
的
な
意
味
を
持
つ
の
で
、
注
目
し
た
い
。
 

•

「

そ
の1

つ
の
地
域
を
与
え
て
.み
ま
す
と
、

V

そ
こ
に
お
の
ず
か
ら
生
活
す
る
と
こ
ろ
の
市
民
の
生
活
の
'

T

集
団
が
あ
り
ま
す
。
' そ
の
集
団
と
い
う
も
の
は
そ
の 

. '

集
団
特
有
の
経
済
度
を
持
ち
、
.
.そ
れ
か
ら
メ
ン
タ
リ
'テ
イ
を
持
つ
。：
あ
る
い
は
行
動
.も
そ
れ
特
有
の
型
を
持
っ
：て
お
り
，ま
す
。
.そ
う
し
て
そ
れ
ら
の
も
の
か 

.

.ら
、

お
の
ず
か
ら
そ
こ
に
作
り
上
げ
ら
れ
.る
、
生
ま
れ
出
て
参
り
ま
す
る
と
こ
ろ
の
風
物
、
情
景
と
い
う
も
の
も
他
の
生
活
と
は
違
っ
た
も
の
に
^

.0

て
い 

る
。
.，従
っ
て
景
観
と
人
間
の
集
団
也
活
と
そ
れ
か
ら
そ
の
人
間
か
。ハ
ー

ソ
ナ
リ
テ
イ
、
こ
の
三
つ
が
三
位
.一
体
を
な
す
と
い
う
の
が
都
市
社
会
学
の
研
究
の
一 

つ
の
テー

マ
な
カ
で
也
り
ま
け
ピ
バ
コ
ー
ー
田
評
論
-̂

第
五
八
四
号
’
ニ
五〜

六
頁)

.

■(

ぶ

：
，
文
学‘作
品
に
-^
る
都
市
観
察
は
、
特
に
都
市
.の
生
活
景
観
を
知
る
'の
に
.有
効
で
あ
る
。'
し
か
し
、
作
ゆ
に
よ

る

.

研
究
が
い
く
つ
か
.の
危
険
を
伴
う
-
と
も 

明
ら
が
：ヤ
あ
；る-°
:
:へ

-;
:
:
$ 

. 

. 

.

-1
.都
市
‘生
活
0;
砾
究
に
敔
っ
'て
.
_ボ
理
論
的
な
研
究
を
補
足
修
正
す
る
意
味
で
、
_
查
、
観
察
、
会
見
筝
が
'行
は
れ
る
の
は
上
述
し
た
狄
' 
な
ほ
利
用
す
べ
き 

.

事
項
が
..あ
る
。
小
説
、
：新
聞
，
雑
誌
等
に
故
け
る
記
述
で
あ
：る
.。
，か
；乂
る
文
学
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
イ
ッ
ク
な
記
録
■(

過
去
及
び
：現
在
の

)

を
利
用
す
る
事
は
■

1
1

|
1|
1I

I
|I

|

S
c ；

い

m

頗
る
学
問
的
に
は
危
険
を
伴
ひ
や
す
い
。
蓋
し
、
是
等
の
も
の
に
は
い
づ
れ
も
誇
張
が
在
り
曲
筆
舞
文
が
あ
る
か
ら
、'
往
々
に
し
て
事
実
存
在
し
な
.い
も
の
を
.
 

.

.

.捏
造
す
る
事
さ
’へ
あ
る
。
し
か
し
、.
若
し
或
る
：事
実
.又
は
事
実
な
'̂
ざ

る
事
が
恰
も
実
在
す
^
も
の
の
.如
く
.
|
.
世
に
喧
伝
せ
ら
る
V
と
ず
れ
.̂
、
.
.其
a
こ
i

^
 

当
の
理
曲
が
在
る
と
思
は
れ
る
。.：
さ
う
し
た
虚
実
が
事
実
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
る
丈
げ
の
社
会
性
現
実
性
が
あ
る
事
を
見
巡
し
て
は
な
ら
ぬ
。
此
の
点
で
卞 

分
慎
重
な
態
度
を
持
し
て
接
す
る
な
ら
ば
、
可
成
、
農
富
な
材
料
を
獲
る
事
が
出
来
る
。
殊
に
文
士
記
者
は
其
の
性
能
上
、
頗
る
観
察
に
鋭
く
直
観
的
に
問
題 

，
の
本
質
を
把
握
す
る
妙
を
得
て
ゐ
る
。
都
市
社
会
学
で
は
都
市
市
民
の
性
格
構
成
及
び
色
々
の
社
会
典
型
を
区
別
ず
る
。
し
か
し
、
市
民
の
諸
種
の
典
型
の
如 

:

き
、
最
も
よ
く
文
士
に
取
材
さ
れ
、
小
説
戯
曲
の
内
に
描
か
れ
て
ゐ
る
。」

.(「

都

市

経

済

論

」

五
七
頁

)

.：

文
学
作
品
に
よ
る
研
究
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
る
が
、
.
.そ
の
範
囲
内
で
は
、
こ
の
方
法
に
よ
り
都
市
の
景
観
と
人
間
生
活
の
'一
断
面
に
す
る
ど
い
光
を
あ
て 

'
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
 

パ

.
■

诹
.

<

*

ス
モ
ー
ル
の「

都
市
成
立
史」

の
前
半
に
文
学
的
手
法
が
ら
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

.

.

A
n

 Introduction to the Study of Society,. A. 

w
.

 .small 

&
： G. E. 

Vincent,. B
o
o
k

 n,.. 

T
h
e

 .Natural. History of. a Society, 

T
h
e

 

F
a
m
i
-

. 

ly on the F
a
r
m

 
i 

T
h
e

 Rural G
r
o
u
p

 

l
r 

T
h
e

 Village 

I
T
O
W
n

 a
n
d

 city.

.
ス
モ
ー
ル
の
こ
の
著
書
に
対
し
て
.奥
井
教
授
.は
深
い
愛
着
を
抱
き
、
都
市
研
究
の
古
典
と
し
て
こ
れ
を
評
価
し
た
こ
と
は
、
教
授
の
研
究
生
活
か
ら
私
の
知 

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。：「

再
論『

現
代
大
都
市
論
匕
、
三
田
学
会
雑
誌
、
.第
五
六
卷
、
第
.ー
〇
号
に
次
_の
-よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

.

-
 

「

ま
さ
に
都
市
現
象
は
万
華
鏡
的
で
あ
る
。
特
に
意
識
し
た
わ
け
で
は
な
い
が「

現
代
大
都
市
論」

は
何
ん
で
も
論
じ
て
あ
る
と
.い
う
批
評
を
受
け
た
様
な
始 

末
で
あ
る
。一

斑
を
み
て
全
貌
を
知
る
と
い
う
言
葉
が
筆
者
の
研
究
態
度
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
都
市
研
究
の
古
典
的
文
献
と
し
.て
尊
重
す
る
\¥
. 

A •
ス
モ
ー 

ル
の
社
会
学
研
究
入
門
の
一
章「

都
市
成
立
史」

は
米
大
陸
西
部
の
大
都
市
が
人
跡
未
踏
の
大
草
原
の
一
角
に
若
い
開
拓
者
夫
婦
が
さ
ま
よ
い
込
ん
だ
時
の
描 

写
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
が
、
：村
落
形
成
の
以
前
ま
で
は
こ
の
開
拓
者
夫
婦
、
な
ら
び
に
部
落
成
立
の
過
程
を
叙
述
的
に
記
録
し
て
い
る
。
ま
さ
に
文
学
的 

手
法
で
あ
る
。
し
か
し
都
市
な
ら
.び
に
大
都
市
時
代
.の
分
析
解
明
に
つ
い
て
は
、
極
度
の
-ゼ
ネ
ラ
リ
.ゼ
ィ
シ
ョ
ン
.を
行
っ
.て
い
る
。
こ
：の
方
法
論
的
対
照
は
ス 

.

モ
ー
ル
が
意
識
し
-て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
後
段
の
段
階
.で
は
統
計
学
的
方
法
が
正
し
く
適
用
さ
れ
る
マ
ス
‘
ソ
サH

テ
ィ
'丨
と
し
て
の
大
都
市
と
な
っ
て 

.
い
る
。
筆
者
は
こ
の
場
合
で
も
大
都
市
社
会
の
成
立
•
構
造
'
性
格
、.
つ
ま
り
全
貌
を
弁
え
て
お
れ
ば
、
ぞ
の
う
ち
の
一
人
格
、
つ
ま
り
一
斑
を
と
ら
え
て
全 

.

貌
を
語
る
^
が
出
来
る
と
確
信
し
て
い
る
。
.勿
論
、
ス
モ
I
ル
が
そ
の
著
の
前
段
で
採
用
し
た
様
に
文
学
的
叙
述
に
止
ま
る
恐
れ
も
あ
ろ
う
が
。
或
い
は
又
社 

会
学
の
領
域
で
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
•
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
乃
至
は
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
可
能
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。」

(

一
三〜

一
四
頁)

文
学
作
品
に
よ
る
都
市
研
究
の
例
と
し
て
次
の
文
献
が
あ
る
。
：

.

.

. 

• 

-
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:
.文
学
作
品
に
よ
る
東
京
の
郊
外
め
描
写
と
.レ
て
拙
稿
'
:

「

東
京
の
郊
外」

三
色
旗
10
、

一
九
九
号
、

一
九
六
四
年
を
参
照
せ
よ
。.
本
稿
の
基
礎
を
な
す
生
活 

構
造
ブ
階
層
構
造
、
地
域
構
造
、ぺ
形
態
構
造
.の
考
.え
方
を
最
初
に
試
み
た
€>
-
は
、「

東
京
0:
郊
外」

7に
お
い
.て

で

あ

；
る

。

.

-'
:
:

「

(

3

)

;

奥
井
教
授
の
都
市
に
関
す
る
基
本
的
見
解
を
こ
こ
で
要
約
し

.

て
お
き
た.

い
；"

ナ
'

.

:

1

'
都
市
は
序
列
的
構
造
を
珙
1>
,
.'
;都
市
体
系
を
構
處
す
る
。
.'
都
市
を
全
国
的
如
榨
耝
の
中
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
':

2

都
市
の
，序
列
な
い
し
体
系
は
、
：経
済
体
制
、.
政
治
体
制
と
密
接
な
関
速
を
有
し
、
序
列
な
い
し
体
系
の
変
動
は
、
政
治
、
経
済
体
制
の
変
動
と
相
応
ず 

る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
'1
,
、，経
済
的
な
要
素
：の
み
が
都
市
：の
性
格
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、非
経
済
的
要
素
を
あ
わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■ 

3 

.
都
市
に
は
生
活
共
同
体
と
し
.て
：の
.侧
面
と
都
市
機
能
の
側
面
が
あ
る
が
、
都
市
办
序
列
や
性
格
を
決
定
す
る
も
の
は
、
'都
市
機
能
で
あ
る
。

4
.
:
:
社
会
生
活
の
中
心
機
能
の
所
在
地
と
.1>
:
て
成
立
し
た
都
市
は
、
人
間
解
放
の
場
で
あ
り
、
' 広
い
世
界
に
'対
し
て
開
か
れ
た
窓
で
あ
る
®

ゝ
5 .

制
度
的
社
会
.で
あ
る
都
市
は
、.
生
活
機
会
の
.獲
得
と
•生
活
享
受
の
場
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
入
々
は
経
済
力
の
存
在
す
る
都
市
に
集
合
す
る
。

次
に
奥
井
教
授
の
.所
説
の
う
ち
，
注
目
す
べ
き
一
節
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
よ
う
。
：

：

.

「

都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
は
構
成
的
に
’は
並
立
的
の
も
の
.で
あ
る
が
、
，
•
都
市
だ
げ
は
絶
対
的
に
序
列
的
構
造
の
i
の
で
あ
る
事
を
指
摘
し
た
い
。
.…

…

都
市
の
場 

•

合
に
も
人
口
数
だ
け
で
見
る
な
ら
ば
多
い
少
い
丈
け
の
量
的
関
係
で
あ
る
が
、
都
市
は
、
そ
れ
.ぞ
.れ
の
成
立
が1.

国
に
於
け
る
機
能
的
構
成
に
よ
っ

て
明
か
に 

上
位
•
中
位
•
下
位
、
中
心
/
末
端
と
序
列
的
編
成
を
う
け
、
そ
れ
に
従
っ
て
の
.性
格
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
都
市
の
こ
う
し
た
序
列
は
経 

_

済

•
社
会
組
織
的
な
も
の
で
、
現
代
の
都
市
圏
は
二
十
世
紀
中
期
の
組
織
的
所
産
で
あ
る
。
.

…

：
都
市
現
代
図
に
過
去
.の
匦
史
的
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
許 

さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、，
ど
こ
の
国
を
と
っ
て
見
て
.も
，

-*
国
の
都
市
！̂
は
そ
の
国
が
今
0:
に
が
：め
る
経
済.

政
治
.
社
会
的
組
成
に
基
く
構
造
図
で 

あ
る
事
に
は
変
り
が
な
い
。…

…

開
か
れ
た
る
窓
と
い
う
点
か
ら
都
市
を
見
る
と
都
市
は
常
に
新
風
を
流
入
せ
し
め
る
通
路
で
あ
っ
て
ノ
単
に
東
京
の
み
な
ら 

ず
全
国
大
小
の
都
市
い
ず
れ
も
斬
新
•
流
行
に
対
し
て
.そ
の
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。…

…

同
時
代
的
に
も
都
市
の
規
模
や
性
格
は
そ
の
都
市
を
成
立
せ
し
め 

る
諸
力
の
規
模
•
性
格
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
決
し
て
一
様
で
は
.な
い
。…

…
国
際
政
治
•：世
界
経
済
の
関
係
動
向
の
裡
に
そ
の
国
と
し
て
位
置
づ
け
を 

持
つ
都
市
も
あ
れ
ば
ノ
ー 

国
、

一
地
方
と
い
う
関
係
で
そ
の
位
置
を
定
め
ら
れ
る
都
市
も
あ
り
、
更
に
は
純
然
と
地
方
的
規
定
に
の
み
よ
る
都
市
も
あ
り
得
る 

わ
，け
で
あ
る
。」

「

現
代
大
都
市
の
経
済
社
会
的
性
格」

(

講
書
始
め
の
.儀
に
お
け
る
記
録)

.
パ
 

•
 

ノ
 

「

都
市
又
は
都
市
的
な
る
も
の
は
広
い
社
会
生
活
の
中
心
機
能
の
所
在
と
し
て
.成
立
し
た
。
.従
っ
て
各
時
代
备
土
地
に
於
け
る

組
織
発
達
の
程
度
に
対
応
し 

て
'中
心
態
型
も
色
々
と
変
化
し
て
来
る
。

一
国
に
あ
っ
て
、.
ー
、
ー
ー
し
.か
算
べ
得
な
い
様
な
巨
大
な
都
市
バ
人
ロ
数
苷
万
に
及
ぶ
大
都
市)

は
現
代
社
会•

経 

济
祖
織
0'
中
心
機
能
乃
.至
は
支
配
中
枢
と
し
て
其
の
成
立
を
.見
.た
_の
：
で
ぁ
る
。
：

1(

ニ
六
茛

)

：
：
：
都

市

が

人

！

1
1を
集
合
せ
し
む
.る
に
当
？
て
屯
活
椟
会
及
び
生
活

利
益
.の
提
供
を
以
て
す
る
と
云
ふ
理
論
か
ら
：し
て
、
都
市
と
都
市
人
口
と
の
間
に
そ
の
経
済
力
を
中
心
と
し
•て
.の
関
係
が
成
立
す
る
。

■
(

七
八
頁)

…
…

要
す
る

.
に
、.
都
市
は
人
口
を
集
中
せ
し
め
る
半
面
に
'、
之
れ
に
該
当
す
る
経
済
力
を
持
つ
事
に
な
る
。
此
.の
経
済
力
が
経
済
的
関
係
に
於
け
る
都
市
の
本
質
に
繫
る
。
 

社
会
経
済
の
組
織
に
於i

て
中
枢
的
な
都
市
は
、.
其
の
経
済
力
に
於
い
て
も
最
も
強
力
な
も
の
と
な
る
。
此
の
強
力
な
経
済
力
に
養
は
れ
、
又
は
対
..応
す
る
所 

の
人
口
は
、
当
然
巨
大
と
な
る
d
現
代
の
都
市
現
象
ぱ
^-
こ
迄
も
此
の
社
会
.
経
済
的
制
約
の
±
に
立
フ
。(

八
三
頁)」

「

都

市

経

済

論
1

、
「

い
か
な
る
時
代
の
都
市
現
象
も
そ
れ
を
生
起
さ
せ
た
時
代
の
約
束
と
運
命
、
並
び
に
そ
の
時
代
が
果
し
' 

且
つ
果
さ
ん
と
し
た
使
命
と
に
ょ
っ
て
、
観
察
さ 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
制
約
を
持
つ
、
と
い
ぅ
説
は
今
日
に
い
た
る
ま
.で
筆
者
の
.所
懷
す
る
と
こ
ろ
で
あ
石
。
構
造
論
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
が
如
何
ょ
ぅ 

に
あ
っ
.て
も
広
義
の
社
会
結
合
の
ぅ
ぢ
に
あ
.っ
て
中
砠
㈤

機
能
を
：果
た
す
中
心
と
し
て
の
、
且
つ
そ
の
空
間
的
表
現
と
し
て
の
都
市
現
象
を
認
め
る
に
吝
か
で 

な
い
が
、
社
会
結
合
の
時
代
的
変
化
は
当
然
、
機
能
中
心
の
現
象
た
る
都
市
の
在
り
方
に
も
現
実
に
幾
多
の
変
化
を
及
ぽ
.さ
ず
に
は
い
な
い
。」

「

两
論『
現
代 

.大
都
市
論』」

、
三
田
学
会
雑
誌:'
第
五
六
巻
、
：
第
一.〇
号
、
ニ〜

三
頁
。

：

.「

わ
が
国
の
都
市
現
象
に
於
て
も
見
ら
れ
る
と
お
り
^

—

各
地
の
都
市
現
象
は
そ
の
地
方
経
済
の
優
劣
性
を
示
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ァ
と
も
苯
え
る—

幕
政
時
代 

に
は
比
較
的
に
.東
北
と
か
西
南
、
表
日
本
と
か
衷
日
本
と
か
の
.差
別
な
く
太
藩
雄
藩
の
城
下
町
は
.

T

流
級
に
属
す
る
都
市
を
発
展
せ
し
めv

い
た
が
'
,
明
治
維 

新

以

来

、
資

本

制

経

済

社

会

の

進

展

.と

共

に

漸

く

こ

の

都

市

体

系

に

変

化

亦

生

じ
.:
;

東
北
は
西
南
に
、
'-
裹
は
表
に
、：
漸
次
、.
格
差
を
つ
け
ら
れ
そ
の
劣
勢
を
著 

し
く
し
て
来
た
，.
0
殊
：に
.新
しi

経
済
体
制
の
進
行
と
発
展
に
伴
い
、：
こ
の
，現
象
は
著
し
く
な
り
、
大
正
年
間
笊
は
は
っ
き
り
.と
東
京
と
大
阪
、
こ
の
ニ
大
中
心 

を
結
ぶ
康
海
道
齡
線
が
枢
軸
線
と
し
て
完
成
し
，だ
。

」
「

リー

ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ん」

、
三
田
学
会
雑
誌
、
第
五
七
巻
、
第
七
、
八
号
、

一
一
頁
。

ペ

(

4)

.生
活
景
観
の
一
素
材
と
•.し
て
は
、
例
え
ば
、
f t
-
-
居
、
.道
路
、
交
通
機
関
、
耕
作
地
、:'
'
服
装
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
石
"
什
器
、
道
具
類
を
含

め

て

住
居
は
生
活
の 

鉴
本
的
な
場
で
あ
.る
.か
ら
、
住
居
に
は
そ
こ
で

生
：̂
す

る

人

々

の
生
活
様
式
が
反
映
- ^
や

す
い
。

S

一
般
に
つ
い
て
：も
同
様
で
あ
る
。

,
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.
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あ
る
町
を
知
る
の
.に
手
頃
な
一
つ
の
方
法
は
、
人
々
が
そ
こ
で
い
か
に
働
き
、
い
か
に
愛
し
、
い
か
に
死
ぬ
か

.

•

, 

'を
調
べ
る
こ
.と
.：で
.あ
る
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都
市
は
人
間
解
放
の
場
で
.あ
る
。
都
苽
生
活
の
1バ
面
を
こ
ぅ
表
現
；し
そ
'も
本
い
.だ

ろ

ぅ

。
：：都

市.は
：変

装

の

世

界

で

あ

り

、
'
奥

V'.:.

都
市
の
也
活
と
都
市
の
構
造
. 

-

. 

七

九

(

一
一
'
一)



•
.使
え
ば
;'
ス
ト
レ
ン

.ジ

.ャ
！
の
世
界
、，
貨
幣
の
世
界
で
•.あ
り
、
匿
名
性
の
現
象
が
み
ら
：れ
る
世
界
で
あ
る
。

大

. 

都
市
社
会
の
特
徴
と
し
て
'.
こ
の
表
現
は 

ー_層
妥
当
す
る
。
農
村
に
比
較
し
、
現
代
大
都
市
に
お
い
て
は
、
住

.

:居
移
動
.の
自
由
が
あ
住
居
と
職
場
の
分
離
が
み
ら
れ
る

0

た
だ
.し
、
職
場
移
動
の
自
由
は
、
な
お
制
約
さ 

れ

て

,1
'
る
。
明
治
、
大
IE
、
..
'昭
和
の
東
京
の
生
活
は
、''
住
居
と
職
場
の
分
離
の
過
程
と
考
え
.て
よ
い
が
、
.そ
れ 

は
、
都
心
部
べ
の
企
業
の
集
中
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
.下
町
に
お
け
る
商
法
の
変
革
と
生
活
体
制

の
変
遷
と
つ
な
が
る
現
象
で
あ
っ
た
。
都
市
の
拡
大
は
著
し
く
、
東
京
の
郊
外
が
急
速
に
開
け
、
職
場
は
都
心

.

.
 

•+ 

..
 

.
 

.

:に
住
居
は
郊
外
に
.

A
J
V

ぅ
分
離
が
生
じ
、i
:

通
勤
現
象
が
こ
ぅ
し
て
日
常
の
こ
と
と
な
っ
た
。
東
京
の
生
活
は
、

一
わ
が
国
の
政
治
、
.経

済

"
文

化

の

変

動

する枠
組
の
な
か
、で
構
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

•

一
 
：般
に
都
市
生
活
者
の
行
動
の
軌
跡
を
と
ら
ぇ

'リ
エ
ー
シ.ョ
ン)

.を
挙
げ
て
よ
い
。

職
場
を
学
校
と
入
れ
換
え
れ
ば
、
学
生
、.
.児

童

.の

生

活

の

断

面

が

み

ら

れ

」

'

る
。
住
居
、
職
場 

> 
遊
戯
場
を
生
活
の
三
拠
点
と
み
る
と
、
こ
の
三
拠
点
を
軸
と
し
て
生
活
空
間
が
描
か
れ
'る
'し
、
都
市
生
活
圏
も
こ
の
考
え
方

’

を
鉴
に
し
て
設
定
さ
れ
る
.

，
:8
:

四
図
を
参
照
せ
よ

)

。

：：
 

.

.
，
：

.

'

丨
丨
：,
.
:
:
ノ

明
治
以
降
の
東
京
の
生
活
は
、'
右
に
挙
げ
た
生
活
の
三
拠
点
の
分
離
、
拡
散
の
過
程
で
築
か
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
隣
社
会
の
崩

'

壊
を
意
味
し
た
。
狭
い
範
囲
で
生
活
が
完
結
し
な
い
の
.で
あ
る
。
生
活
の
三
拠
点
を
軸
と
し
：て
展
開
す
る
行
動
の
軌
跡
紙
、
生
活
景
観
を
生
み
だ

し
.て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。. 

, 

-

?) 

. 

(

6)

'.

も
と
も
と
生
活
が
展
開
す
る
地
域
に
は
、
そ
の
地
域
独
特
_の
景
観
が
あ
り
''
'
'特
有
-0
生
活
様
式
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
東
京
に
限
定
す
れ

:

.
ば
，
交
通
機
闕
の
発
達
と
生
活
体
制
の
変
革
に
よ
り
、
生
活
圏
が
拡
大
し
、
社
会
的
な
流
動
性
が
増
加
し
て
、
そ
の
た
.め
に
.、

地
域
、
.景
観
、
生 

.
活
様
式
が
急
速
に
変
貌
を
と
げ
、
解
体
、.
消
滅
の
道
を
た
ど
っ
た
例
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。

そ
れ
で
も
な
お
、
'か
わ
り
つ
つ
あ
る
地
域
は
、
そ

の
地
域
を
他
と
.区
別
す
.る
よ
ぅ
：な
特
性
を
示
し
て
い
る

，
 

と
集
団
生
活(

人
柄)

と
パ

こ
'0
'.点
を
図
示
す
る
之
第
五
因
と
な
る
。

ニ
.
定
の
地
域
に
み
ら
れ
る
景
観

(

土
地
柄)

ソ
ナ
リ
テ
ィ
::
-(

心
柄)

.
と
は
相
，互
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
，
そ
の
地
域
に
は
一
つ
の
統
一
性
が
生
ま
れ
、
 

そ
の
地
域
特
有
のp

r
e
s
s
u
r
e

が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
"
他
の
.地
域
に
入
る
■と
を
が
ち
、办
う
。

こ
のp

r
e
s
s
u
r
e

は

g

g

? 

'
r
i
t
y

で
も
あ
る
と
.い
え
よ
う
。
.
一
定
の
地
域
を
与
え
て

み
る
と
，

そ
こ
に
は
特
定
の
集
団
生
活
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
集
団
に
は
特
有
の
思
隹
行
動

様
式
力
あ
り
人
々
の
行
動
は
、

ふ
つ
う
そ
の
集
団
.の
、

あ
る
V
は
そ
の
地
域
の
.

p
r
e
s
s
u
r
e
〜
a
u
t
h
o
r
i
t
y

の
統
制
を
う
け
な
が
ら
営
ま
れ
る
も

•
 

.
 

:

.
 

..
 

.
 

.
 

.

の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、/

い
わ
.ば
日
常
生
活
の
結
晶
た
る
生
活
景
観
.が
現
れ
る
。
生
活
景
観
を
通
じ
て
、

そ
の
地
域
の
集
団
生
活
や
社
会
的
な 

相
互
作
用
の
姿
を
知
る
こ
•と
が
で
き
るの
で
あ
る
。

都
市
に
人
口
が
集
中
す
る
の
は
、
都
市
.に
経
済
力
が
あ
る
か
ら
で
、
い
い
か
え
れ
ば
.、
都
市
に
は
生
活
機
会
を
獲
得
し
て
生
活
を
享
受
す
る
場 

が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
奥
井
数
授
の
所
説
に
よ
れ
ば
、
生
活
機
会
の
獲
得
は
職
場
を
決
定
し
、c

a
p
i
t
a
l

に
つ
な
が
る
も
の
で
、
 

一
方
、
生
活
の
享
受
は
唐
を
決
定
し
、
I

 

r 

^
1
.

ty
; 0

人
口
の
再
配
置
は)

：
そ
の
土
地
の
資
本
及
び
富
、

つ
.ま
り
経
済
力
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
、

，こ
の
経
済
力
の

へ9)

S
R
rが
、
都
市
経
済
の
中
枢
理
論
と
み
な
さ
れ
た
。
都
市
が
周
边
地
域
を
統
轄
す
る
中
心
機
能
の
所
在
地
と 

な
り
、
結
節
点
と
し
て
発
達
し
て
き
た
背
後
に
は
、
以
上
の
•よ
う
な
背
景
が
あ
る
。
た
だ
：しv

都
市
は
た
ん 

に
経
済
活
動
の
み
で
な
く
、
政
治
活
動
や
文
化
话
動
の
'中
心
と
し
て
も
成
立
し
、
.発
展
む
た
こ
と
を
考
え
て 

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
都
市
は
、
各
種
の
コ
ミH 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
で
.あ
る
。

都
市
の
生
活
は
以
上
'の
よ
う
な
社
会
的
背
景
を
持
ち
な
が
ら
、
次
第
に
分
化
し
て
き
た
。
集
団
の
洪
水
が 

.み
ら
.れ
る
都
沛
に
お
い
て
、

人
々
.の
生
活
は
多
く
の
集
団
に
分
解
さ
.れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
の
断
片
化
と 

個
人
の
.孤
独
化
が
現
出
し
て
い
る
。

人
間
解
放
.の
場
で
あ
っ
た
都
市
が
、

一
面
に
お
い
て
砂
漠
化
し
つ
つ
あ

’

A

t

'

c

I

A

m

)

第 5 図地域の描造

都
市
の
生
活
と
都
市
の
.構
造



m

る
と
い
っ
て
ょ
い
だ
ろ
う
。
今
日
の
都
市
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
触
れ
る
必
要
は
な
い
'だ
.ろ
う
。
だ
だ
都
市
の
生
活
楷
造
の
多 

.元
化
、
.
階

層

構

造

、の

異
K:
化
、
、地
域
構
造
の
分
化
、
猴
態
構
造
の
:#
様

化

が

、
，
都

市

屯

活

に

'深
>:
>
影

を

落

し

て

い

る

事

実

を

思

い

浮

べ

る

必

要

が 

fe
.
;る
，
生
活
基
盤
，
生
活
体
制
、
生
活
：理
念
、

〈

.：
生

活

景

観

：の
：そ
：れ

ぞ

れ

：の

相

に

お

.い
；
て

、
輪

市

の

生

活

は

大

き

く

ゅ

れ

勘

い

：
て

い

る

：
の
，
で

あ

：る
。

:
,

(

1
> 
三
田
評
論
、
'第
五
八
四
号
、
-,
荷
風
、と
東
京
^ ̂

'

荷
風
め
次
の
ー
節
ば
ハ
変
装
の
世
界
を
た
く
み
に
描
い
て
い
る
パ
ま
た
’

^
の
ー
命
は’
へ
土
地
柄
ヒ̂
い̂
て
の
鋭
い
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

.

「

今
ま
で
書
く
こ
と
を
忘
れ
て
ゐ
た
が
、

わ
た
く
し
.は
毎
夜
と
め
盛
場
へ
出
掛
け
る
，
う
に
：、

心
特
に
も
务
体
に
も
共
々
に
習
慣
が
つ
く
や
う
に
な
っ
て
か 

.ら
、
こ
の
辺
の
夜
店
を
見
歩
い
て
ゐ
る
人
達
の
風
俗
に
倣
0
て
、
出
か
け
に
は
服
装
を
^-
る
こ
と
に
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
に
手
数
の
か
\
る
事
で 

は
な
い
。
襟
の
返
る
縞
の
：ホ
ヮ
ィ
ト
シ
ャ
ッ
の
襟
苽
の
ぼ
た
ん
を
は
づ
し
て
襟
飾
玄
つ
け
な
い
事
、
.洋
服
の
.上
着
は
手
に
提
げ
て
着
な
い
事
、.
帽
子
は
か
ぶ
.
 

ら
ぬ
亊
、
髮
の
毛
は
櫛
を
入
れ
た
事
も
な
い
や
う
に
搔
乱
し
て
置
く
事
、>

ボ
ン
は
成
る
べ
く
膝
や
.尻
の
；摺
り
切
れ
た
く
ら
ゐ
古
い
も
の
に
穿
替
る
事
。
靴
は 

穿
か
ず
、
古
下
駄
も
踵
の
方
が
.台
ま
で
摺
り
へ
っ
て
ゐ
る
の
を
捜
し
て
穿
く
事
、
煙
草
は
必
バ
ッ
ト
に
艰
る
事
、
，エ
ト
セ
ト
ラ
く
で
あ
る
。
.だ
か
ら
訳
は
な 

.
い
。
つ
ま
り
書
裔
に
唐
る
時
、
ま
た
：来
客
を
迎
え
る
時
の
衣
服
.を
ぬ
1>
で
、
庭
掃
除
や
煤
払
の
時
の
も
の
に
着
替
べ
、
下
女
の
古
下
駄
を
貰
っ
て
は
け
ば
ょ
い 

'の
.だ
。
, 

.
•
'
.
- 

: 

;
; 一
:
•

古
ブ
ボ
ン
に
古
下
駄
を
は
き
、
そ
れ
に
古
手
拭
を
さ
.が

し
出

し

て

鉢

巻

，の
巻
方

.も
至
極
不
意
気
に
：す
れ

被

、
：
南

は

砂

町

、
.：
北
は
千
住
か
ち
葛
西
金
町
辺
ま
で 

行
か
う
'と
も
、
道
行
く
人
か
ら
振
返
っ
て
顏
を
見
ら
れ
る
気
遣
ひ
は
な
い
。
其
町
に
住
ん
で
ゐ
る
.も
の
が
買
物
に
で
も
出
た
や
う
、に
見
え
る
の
で
、
安
心
し
て 

.
路
地
へ
で
も
横
町
へ
で
も
勝
手
に
入
り
込
む
ご
と
が
で
き
る
。…

…
朦
朧
円
タ
ク
の
蓮
転
手
と
同
じ
や
う
な
.こ
.の
.風
を
し
て
ゐ
れ
ば
、
道
の
上
，と
云
は
ず
電
車 

.

.

.
，の

中

と

い

は

ず

何

処

で

も

好

き

な

処

.へ
^-
唾
も
吐
け
る
し
、
煙
草
の
吸
殼
、
. 

>
'
ッ
チ
：の
燃
残
り
.v
iM !
屑
、
'、ハ
ナ
、
の
皮
も
捨
て
ら
れ
る
。
公
園
と
見
れ
ば
ベ
' ン 

チ
や
芝
生
へ
大
の
字
な
り
^
寝
転
ん
で
鼾
を
か
X
う
が
浪
花
節
を
唸
ら
4
が
.是
亦
勝
手
次
第
な
の
で
、
啻
に
気
候
€>
.み
な
ら
ず
、
東
京
中
の
建
築
物
と
も
調
和 

し
て
、
い
か
に
'も
復
興
都
市
の
住
民
ら
し
い
心
■持
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
。J.

永
井
荷
風
‘

「

漥
東
綺
譚」

九
〇〜

九
ニ
頁
。
，

:(

2)

こ

の
点
に
つ
い
て
、
奥
井
教
授
は
、
.現
代
大
都
市
に
お
い
て
は
、
共
同
制
裁
が
消
滅
し
■つ
つ
も
る
、
と
み
る
。「

再
論『

現
代
大
都
市
論』」

.九
頁
。
.

'

(

3)

-奥
井
教
授
は
：、

職
、
住

、

.遊
を
中
心
と
し
.て
、
三
点
図
型
を
描
い
た
。「

昭
和
三
十
年
度
大
学
講
義〈

都
市
問
題〉

.
ノ
'丨
トJ 

_ (

4)

奥
井
教
授
は
、
東
京
的
な
市
民
生
活
の
勢
力
圏
を
都
市
生
活
圏
と
称
し
た
。
都
市
.生
活
圏
の
決
定
は
、
行
政
都
市
に
対
す
る
実
体
都
市
の
範
囲
を
決
め
る 

•

問
題
に
つ
な
が
る
。
•

「

都
市
経
済
論1

ー
三
ー
頁
。
-:
.

一
.'
.

(

を)

；「

先
づ
地
域
乃
至
撖
区
と
.云
ふ
言
葉
は
、.妓
.で
は
、.或
る
特
定
の
生
活
様
相
乃
至
は
利
用
形
式
の
主
と
七
て
行
は
れ
る
一
:区
.劃
を
指
し
て
用
ひ
る
。
英
語
の

ク
オ
|
タ
ア
と
沄
ふ
字
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。」

'「

都
市
経
済
論」

.;
:
'九
四
頁
。1:

,:べ
ー
ビ

「

要
は
是
等
.の
事
象
に
.示
さ
れ
た
様
に
、
,.
各
地
域
が
特
殊
な
生
活
者
と
特
殊
な
生
活
カ
：と
.、
従
っ
：て
特
殊
な
生
活
様
式
と
理
想
と
を
持
っ
'て
ゐ
る
事
が
明
か
に 

.
せ
ら
れ
X
ば
い
い
。：

其
.の
結
果
、
.各

地

区

は

独

自

の

生

活

様

相

.と
生
活
理
想
と
を
持
ち
，-

^

に
独
特
：：の

空

気

が

醸

成

さ

ち

^̂
^̂

.
構
成
す
る
。，
此
の
小
天
地
は
居
住
者
に
と
っ
て
は
安
住
の
地
で
4
り
、
他
者
に
と
0
て
は
外
国
で
あ
る
。

」

，「

現
代
大
都
市
論」

ニ
六
〇
-1
:
。

(

6)
「

斯
か
る
事
情
か
ら
し
.て

都

市

内

部

の

地

域

的

な

文

様

は

同

％

に
居
住
考
の

.行

動

型

；と%
な
，り
、
-合
せ
て
居
住
者
の
.心
的
状
態
に
も
通
ず
る
理
で
あ
る
。
 

…
…

か
か
.る
意
味
に
基
.い
て
景
観
.の
社
会
学
的
意
義
が
生
れ
る
,0
景
観
と
は
，一
定
の
地
域
.に
於
け
る
空
間
，'

(

平
面
的
立
体
的
空
»-

の

充

塡

物

を

沄

ふ

。

生

態
 

現
象
を
物
象
，的

に

見

た

も

の

が

景

観

で

あ

る

。
へ
景
観

.と

.は
風
景
：：
i
爸
の
：謂
に
外
な
ら
ぬ
。
.

.

^

て
景
観
を
構
成
す
る
諸
物
.象 

は
其
の
地
域
の
全
生
活
の
物
的
表
現
に
外
な
ら
ぬ
事
に
気
が
つ
か
れ
る
■で
あ
ろ
ぅ
。
し
.て
み
る
と
社
会
生
活
は
地
域
的
表
現
を
持
つAJ

同
時
に
具
象
的
表
現 

'
を
得
る
。：
紐
育
マ
ン
ハ
ッ
タ
シ
に
於
け
る
高
層
建
築
：の
；侔
容
，は
丨
紐
育
の
代
表
ず
.る
金
融
資
本
の
：景

観 

.
は
ネ
オ
シ
轰
幟
ぺ
更
に
デ
シ
タ
を
添
へ
て
街
頭
景
観
を
つ
彳
谷
ご
今
都
市
経
済
論
^
み
九
頁
ぐ
^̂
^

「

景
観
は
何
れ
%
特
定
の
生
活
に
規
定
さ
れ
,

M
に
又
，
、
其

の

生

活

の

各

断

相

：に
ょ

.っ
て
規
定
.ざ
れ
.て
ゐ
る
事
を
了
知
す
る
。，
:
■…

更
に
是
等
諸
景
観
ば
結
局 

人
間
生
活
の
営
み
'の
.外
的
表
現
.で
.あ
る
と
一
石
へ
る
。
併
か
し
、.■其
れ
は
.直
ち
.
個
々
.

'

の
人
間
生
活
の
表
現
と
は
.云
へ
な
い
。
寧
ろ
其
れ
は
各
面
人
の
社
会
的
間 

係
に
於
け
る
生
活
表
現
で
あ
るV

.

.丨
：
特
定
の
：景
観
及
び
其
れ
等
の
相
互
的
交
渉
は
特
定
の
社
会
的
、
：経
線
的
，

て
を
り
、
従
っ
て
景
観
の
描
写
又
：は
分
析
線
合
は
ぺ
之
れ
を
以
0
て
其
内
に
含
ま
れ
.る
社
会
的
、
；
文
化

的

、

.
経
済
的
生
活
を
指
示
す
る
モ
メ
ゾ

ト
に
な
り
得
る 

と
い
.ふ
約
束
の
下
に
、.、吾
々
は
景
観
論
を
通
会
学
的
に
取
扱
ふ
の
.で

あ

る

。
.

1-
：
.
运

'■
'景
観
の
な
か
で
も
特
に
建
築
は
、
：生
活
の
：；̂
'ン
.ボ
；ル
.ど
し
で
の
意
味
を
持
ダ
0'
で
あ
^

:

'■
.

'

;

'
i
:地
域
の
；持
つ
建

築

、

l

、w

路
'

.

地
理
、
，
背

後

地

、
；
地

代

I

経
済
論」

■ー
〇
〇
頁
。.
.ン

-:
■■

.

「

建

築

.
は実
的
用
途
に
即
す
る
も
.の
，で
.
あ^:
が
故
に
、
.'
'
-最
も
ょ
.く
其
の
地
域
性
を
承
す
。.
事
務
所
用
建
築
、
商
店
用
建
築
，
官
庁
建
築
、，.
住
^
建
築
等
々
い
づ 

.
れ
も
.其
の
士
地
に
行
は
れ
る
活
動
又
は
居
住
ず
.る
住
民
の
性
質
を
物
語
^

て
ゐ
在
。:'
--:'
住
宅
地
：に
於
い
て
ば
、
.;
.
:居
住
者
の
経
済
カ
に
応
じ
_た

^

^

的

変

化

が

出

来 

る
。
巨
大
な
る
高

層

建

築
¥

単
£

呂

别
的
，な

建

築

.で
^

^

以
外
に
資
本
の
；偉

カ

0

:

ニ 

.ュ
ー
ョ
ー
ク
の
摩
天
楼
は「

垂
直
の
都
市
1
1ュ
ー
.ョ
.丨
ク」

，(

ル
.

コ
ル
ビ
ュ
.ジ
エ)

の
.
-シ
ン
：；
ホ
ル
で
あ
る
が
"

そ

れ

は

ま

た

ア

メ

リ

ヵ

の

経

済

と文
化 

•
の
記
念
碑
で
あ
る
。
，
入

間

的

尺

度

を

唱

え

、

.輝
く
都
市
を
目
指
し
た
ル
•
.コ
ル
ピ
4
ジ
.エ
は
こ
-ぅ
書
い
.て
，い
る
。

，

.

、
へ̂

天
楼
は
ぶ
運
ゆ
^
市

-^
画
^

^
素
で
^
な
べ
、
：:*
^

 ̂

:
, 

i

-

ュ
1

3
]
ク
の
摩
天
楼
の
歴
史

_

篇

の

i

湯

論

 

：
：
v
.



:
は
、
効
用
や
虚
栄
の
問
題
と
入
り
混
づ
て
い
る
。；
ゥ
ォ
丨
ル：，

街
に
高
い
.建
物
が
建
て
ら
れ
た
.
.の
は
，
短
時
間
に
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
株
式
取
引
所
の
廻
り 

に
事
務
室
を
稹
み
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
人
々
は
そ
こ
に
、
大
峡
谷
、
荒
々
し
く
深
い
裂
目
、
か
つ
て
な
い
街
が
現
わ
れ
出
る
の
を
見
た
。

.
道

具

と

し

て

の

摩

天

楼

、

.自
由
な
敷
地
の
広
さ
と
建
物
の
高
さ
と
め
.函
数
、
そ
れ
が

一一ュ
ー
ョ
丨
ク
の
な
す
べ
き
次
の
仕
事
で
あ
る
。…

…

摩
天
楼
は
道 

路
か
ら
垂
直
に
立
つ
仇
っ
ぽ
い
女
の
羽
飾
り
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
人
口
集
中
の
た
め
の
奇
跡
的
な
道
具
で
あ
り
、
広
く
開
放
さ
れ
た
空
間
に
置 

..
ト
れ
る
ァ
摩
天
搂
の
人
ロ
密
度
れ
足
元
の
開
放
さ
れ
た
広
が
り
"
こ
の
ニ
つ
は
引
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
函
数
を
な
し
て
い
る
。r

方
で
も

欠

け

れ

ば

、
'
も
う 

破
局
だ
。
以
上
で
三
ユ
ー
ョ
し
ク
が
ど
ん
な
状
態
に
あ
る
か
、
.お
分
咖
ヵ
で
あ
ろ
う
！
|_
ル
.::
'
-コ
ル
ビ
：ユ
ジ
^

:■
'
奥
井
教
授
は
組
織
と
素
材
に
つ
い
て
次
の
ょ
う
に
漣
べ
た
。

..

.

r

大
都
市
社
会
の
理
解
は
そ
の
.社
会
を
包
含
し
て
い
.る
全
社
会
組
織
及
び
..構
造
の
理
を
.弁
え
る
事
か
ら
可
能
.に
な
る
。':
,
:元
来
組
織
そ
-0
.も
の
は
、
現
有
素
材
に 

基
礎
を
匱
く
が
故
：に
、
組
微
自
体
は
一
定
.の
精
神
と
原
理
と
に
基
い
.て
.特
有
の
統
制
を
行
う
。…

…

例
を
建
築
に
と
る
な
ら
ば
,
紐
育
:
東
京
に
み
ら
れ
る
様 

な
摩
天
楼
群
は
鋼
鉄
と
コ
-ン
ク
リ
ー
ト
，を
素
材
と
し
：て
は
じ
め
て
可
能
化
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
建
築
的
特
色
は
如
何
に
高
層
化
さ
れ
て
も
、
地
面
に
最
も
近 

.
■い
部
分
の
階
層
が
ら
既
に
十
.分
な
照
明
空
間
：を
そ
'な
え
て
有
効
利
用
面
稹
に
な
っ
て
ハ
る
と
い
ー
う
点
で
あ
る
ゾ…

-ぺ
即
ち
建
築
技
術
は
ス
テ
ィ
ー
ル•

コ
ン
ク 

リ
ー
ト
'の
利
用
に
.於
.て
ビ
ジ
ネ
'ス
•
.セX

タ
ァ
の
都
心
的
過
密
を
可
能
.に
し
た
,

か
く
の
如
く
素
材
は
組
織
.の
.あ
.り
方
を
規
定
す
る
一
.つ
の
要
因
で
あ
る
。j 

:
'苒
論
.

『

現
代
大
都
市
論』

,-
'
五
貢
。

,:
, 

.

;.
:■.
 

'

へ
.、 

> 

:':
:

.

.

_

.

,

;

.
■

■

(

7)

;
.現
在
、.'
東

京

で

は

佃

島

が

特

殊

な

景

観

を

示

す

地

域

の

一

つ

で

^
る
:°
1>
か
し
、

こ
の
地
域
も
個
大
楱
の
-架
橋
で
、；
今
後
急
速
に
か
.わ
っ
て
行
く
か
も
し 

れ
な
：
い
。
-
佃
島
に
関
1;
て
は
、
.本
塾
の
：佐
原
六
郎
教
授
、.：中
井
信
彦
教
授
を
中
心
と
し
て
共
同
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
，

•

:

佃
島
.に
関
し
て
は
：
佐
原
六
郎
_
,

「

佃
島
と
そ
の
社
会
> 
女
化
的
変
化
I

東
京
都
中
央
i

島
調
査
序
説
I

」

.慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科 

紀
要
、
第
二
号
、一:

九
六
三
年
を
参
照
せ
ょ
。
：
..'
'
丨
 

.焱
井
荷
風
、'断
腸
亭
雑
稾
、
：「

築
地
草」

；
に
佃
島
が
あ
ら
わ
れ
る
。.
へ
：.

.

:

-1
わ
れ
胃
’を
病
む
こ
と
久
し
け
れ
ば
朝
ま
だ
き
居
留
地
を
丧
み
個
の
渡
わ
た
り
て
住
吉
神
社
の
参
詣
を
ば
そ
の
：日
そ
の
日
の
つ
と
め
と
な
し
ぬ
。
佃
島
今
は
全 

く
漁
村
の
趣
を
失
ひ
.た
れ
ど
猶
貝
殼
捨
て
し
路
の
ほ
と
り
に
碇
を
引
上
げ
人
家
の
.軒
に
投
網
を
'干
し
.た
る
な
ぞ
個
煮
売
る
家
の
小
旗
と
共
に
捨
て
が
た
き
眺
な

り.く

(
0
0
)
「

一
つ
の
場
所
を
与
え
て
そ
れ
を
分
析
す
：れ
ば
、
家
賃
‘に
す
れ
ば
ど
の
く
ら
い
、
地
代
に
す
れ
ば
ど
の
く
ら
1'
、
-
地
価
に
す
れ
ば
ど
の
く
ら
い
、
家
の
構 

え
で
は
ど
う
こ
う
，
こ
こ
で
は
一
年
に
こ
れ
だ
け
の
収
入
の
あ
る
よ
.う
な
者
が
住
ま
え
て
、
た
と
え
ば
そ
の
職
場
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
身
分
は
こ
ん
な
も
の
だ 

ろ
う
、
そ
う
す
る
と
家
庭
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う•

も
の
の
考
え
方
、
つ
ま
り
生
活
の
理
念
、
生
活
の
信
条
と
い
う
も
の
は
か
よ
う
し
か
.じ
か
で
は
な
い
か
と

，い
う
こ
と
が
結
論
的
に
出
せ
る
.の
で
^
り
ま
す
。

一
つ
の
場
所
が
あ
°-
て
そ
こ
に
ば
く
然
と
人
が
生
活
し
て
い
る
と
い
う
だ

け

で
な
く
て
、

そ
a
h
^

-1
3
; 

•

.
と
人
柄
と
心
柄
、
こ
'の
三
つ
が
.三
位
一
体
的
に
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
.い
う
は
っ
き
り
し
た
社
会
調
査
上
.

.

の
.結
論
が
あ
る
わ
け
な
の
で
、
私
が
こ
：こ

で

問

が 

し
て
お
り
ま
す
の
は
、
荷
風
が
こ
う
い
う
と
こ
ろ
を
、
文
学
者
と
し
て
の
、
作
家
と
し
て
の
非
常
に
鋭
い
洞
察
カ
と
い
い
ま
す
か
、
観
察
カ
で
、
そ
う
し
て
ポ 

々
凡
々
に
こ
れ
を
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」

「

满
風
と
東
京」

三
由
評
論
、
第
五
八
.四
号
、-
一
九
五
九
年
、
ニ
六〜

七頁
。..：

.
 

.
 

.

■
^
3 

-

都
市
経
済
の
中
枢
理
論
で
あ
る
経
済
力
の
：分
析
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
.な
る
。
.

.
:

.

H

.

興
.の
都
.市
に
ど
れ
だ
け
''の
富
が
あ
る
.か
。
.

V

㈡

其
の
富
が
い
か
な
る
径
路
を
も
っ
て
都
市
に
存
在
し
て
い
石
か
。

：

‘ 

.

'

.

く

,

.

㈢
，
其
の
富
が
い
が.な
る
方
向
に
分
割
配
置
さ
れ
て
：い
る
か
。

，
㈣

こ
の
富
に
よ
.っ：て
い
か
な
る
人
口
が
養
わ
れ
利
益
を
得
て
い
る
か
。

.

㈤

其
の
富
が
集
り
、
且
つ
散
じ
、
再
び
集
る
道
程
に
一
定
の
法
則
が
あ
る
か
ど
う
か
。.「

都
市
経
済
論」

八
一
頁
。
.

(
S
)

現
代
の
都
市
は
個
人
を
孤
立
さ
せ
、
個
人
は
群
の
な
か
の
気
泡
と
な
り
か
ね
な
い
。
た
し
か
：に
都
市
生
活
に
気
楽
さ
は
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
都

市

の

J 

つ
非
情
さ
を
お
お
い
か
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

■
 

.

「

物
の
音
澄
む
秋
•
手
に
と
る
言
に
響
べ
隣
人
の
物
音
•
こ
ち
ら
の
音
，

か
う
し
て
：
向
う
へ
聞
え
て
る
だ
ら
5 

•町
住
み
の
気
安
さ
'
何
す
る
、
と

J 

聞
か
ず
に
過
す
気
安
さ」

.

「

秋
の
家」

、
釈
迢
空
、：
現
作
襤
補
集
' 

.

「

そ
の
晩
、
市
は
首
府
の
仮
面
を
か
ぶ
っ
で
い
た
。
丨
通
り
は
、
-'
日
'曜
日
の
休
業
で
鐘
戸
を
下
し
、
華
や
か
に
着
飾
っ
た
群
集
が
う

よ

う

よ

し
て
い
た
。

 ̂

と
え
ば
、
光
に
映
え
る
真
珠
の
よ
う
に
、
街
灯
は
高
い
柱
の
頂
き
か
ぢ
、
下
の
生
ぎ
て
い
る
組
織
を
照
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
組
織
は
間
断
な
く
形
と
色
を
-*
; 

V

え
な
が
ら
暖
か
い
灰
色
の
薄
暮
の
風
の
中
へ
、
.不
変
で
間
断
な
い
ざ
わ
め
き
を
放
散
し
て
い
た
。

」

ジ

ョ

ィ

ス

「

ダ

ブ

リ
シ
.市
民」

: 

「

大
荀
市
の
隔
離
状
態
に
お
か
れ
た
人
々
は
、
自
分
と
似
た
意
見
を
持
つ
人
々
と
接
近
す
る
傾
向
が
.あ
る
。
.
.

…

：
大
都
市
社
会
で
は
、
人
々
は
自
ら
を
大
都
击 

の
朿
激
か
ら
守
る
た
め
に
、
無
感
動
な
况
儀
作
法
を
つ
く
り
だ
す
。…

…

彼
等
.は
自
分
た
ち
の
.住
む
社
会
の
構
造
と
、
そ
の
中
に
お
.け
る
公
衆
と
し
て
の
自
公 

• 

'

た
ち
の
役
割
な
ど
認
識
し
な
い
。
都
市
は
そ
の
よ
う
な
狭
小
な
環
境
か
ら
構
成
さ
れ
て
.お
り
、
都
市
に
住
む
人
々
は
互
い
に
隔
離
さ
れ
る
傾

向

が

あ

る

。

都
击 

の

「

朿
激
に
と
ん
だ
多
様
性」

も
、「

寝
室
地
帯
,-
,bedroom-

cr-
e
l
t

す
な
わ
ち
、
あ
る
一
.つQ

階
級
が
集
ま
り
住
ん
で
い
る
郊
外
地
帯
に
住
む
人
々
を
刺
激
丨 

な
-

> 

こ
の
人
々
は
启
分
と
同
じ
種
類
の
人
々
し
か
し
.ら
ず
に
生
活
し
て
い
る
の
.で
あ
る
。
大
都
市
に
住
む
入

々

は

、

他

の

環

境

に

お
か
れ
た
人

々

と

接
触
十 

;
る
場
合
に
も
’：
ス
テ
レ
；オ
タ
ィ
プ
：と
偏
見
に
.み
ち
；た
イ
メ
ー
.ジ
を
通
じ
て
し
か
接
触

'1
>
な
い
，
そ
の
よ
う
な
狭
小
な
：環 

マ
ス
♦ 

;

メ
デ
ィ
7
は
:'
彼
等
の
外
部
^
ば
：か
り
で
な
く
、
：彼
等
の
内
部
に
つ
い
て
さ
.え
、
擬
似
世
界
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」

都
市
の
生
活
と
都
市
の
構
造 

. 

- 

ぐ
五
.(

一一
八
七)



ラ
イ
ト
.
•ミ
ル
ズ
は
、「

パ
ヮ
丨
*
エ
リ
ー
トJ 
..で
と
う
述
べ
.て
い
る
。

今
日
の
都
市
は
、
擬
似
イ
ベ
ン
ト
の
世
界
で
あ
り
、
ブ
ー
ァ
ス
テ
ィ
ン
0
. J. B

o
o
r
s
t
i
n
)

の一l
irl
葉
を
借
り
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
は
八
幻
影
の
诗
代〉

に
坐 

.
き
て
い
る
の
で
.あ
る
。

..

.... 

■
 

t
 

'

ゾ
 

-r.
 

....
 

.
 

-
 

-
 

-

.

.'
レ

、
,
:'
■. 

一
:

:

.

I
V
:
:
.

;.
,

へ：
.
.
'
' 
;
;
ム 

'

'
..:
.
'
:
, 

-:
.

ヘ

ム

. 

:
.

'

:

:

/三
、
都
市
.の
構
'造
ノ
へ
，
，

. 

•- 
:•
 

> 

. 

. 

. 

• 

- 

. 

• 

•

.

.
■;

新
開
地
を
追
う
て
来
て
新
た
に
店
を
構
え
た
仕
出
し
屋
の
主
人
が
店
先
に
.頰
杖
を
突
い
て
行
儀
悪
く
寝
こ
ろ
ん 

■
:「
ハ
で
い
る
目
の
前
へ
膳
惋
の
類
を
出
し
並
べ
て
売
か
つ
け
よ
う
と
し
て
い
，，る
行
商
人
も
あ
っ
た
。
そ
こ
ら
の
森
陰
■
 

.

:
の
き
.た
贫
い
藁
屋
：の
障
子
の
奧
か
ヴ
は
端
唄
.の
三
味
線
を
さ
ち
'っ
ズ
い
る
音
も
聞
こ
え
た
。
こ
う
し
て
わ
が
大.

:

、
東
京
は
だ
ら
し
な
く
無
設
計
に
横
に
'広
が
っ
で
、'.
美
し
い
武
蔵
野
を
ど
こ
ま
で
も
と
蚕
食
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

.

:

M:
う
に
.「
場
未
の
新
開
町」

と
い
う
言
葉
は
今
の
東
京
市
の
ほ
と
ん
ど
全
部
に
当
て
ば
ま
る
言
葉
で
あ
る
。

;

.

:

.

. 

.

,

寺
田
寅
彦「

写
生
紀
行」

.

.
ノ
 

： 

_ 

. 

■ 

' 

• 

:

:

大
正
十r

年t

月
め
中
央
公
論
に
お
さ
め
ら
れ
た
こ
.の
寅
彦
の「

写
坐
紀
行
1-
；
は
、
当
時
め
新
開
地
、

つ
ま
り
郊
外
の
生
活
を
い
き
い
き
と
描 

へ
い
て
い
る
。「

'明
治
以
降
の
東
京
は
、
'
:こ
.
こ

に

あ

，
る

よ

う

に

‘

武
蔵
野
を
蚕
食
し
な
が
ら
拡
大
し
、
.都

心

ジ

•ネ

ス

.'
セ
ン
タ~

が
あ
ら
わ
れ
、
郊 

外
は
住
宅
地
と
じ
.て
開
げ
て
行
っ
た
。
.郊
外
に
ば
郊
外
文
化
が
渦
巻
き
、
通
勤
現
象
が
広
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
下
町
と
山
の 

:
手
が
次
第
に
分
化
し
て
い
っ
た
が
'■
■
そ
：の
過
程
に
お
い
て
、
：
下
町
が
変
貌
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
住
居
と
職
場
の
分
離
に
み
ら
れ
る
。

こ
こ

.

-
.
ノ.. ノ 

... ：
|
.
;
■■
-
 

,
 

/ 

, 

.

.
,
■'.■'
'
■
.
.
.
. 

•
 

■
 

V 

/
.

.

.

.

.

 

.

:
:に
は
、
商
法
の
変
革
が
：あ
っ
：た
：;,
0
天
づ
か
み
に
み
る
4
、t

r
a
d
e

か
fo
. business 

.へ
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。.

こ
の
よ
う
な
経
済
生
活
の
変
遷
は
、
 

.
入
々
の
生
活
の
仕
方(

生
活
体
制)

に
.影
響
を
及
ぼ
し
、.
ま
た
'、：
も
の
の
考
え
方
：

(

生
活
理
念)

に

も

it
：
接

‘
間
接
の
影
響
が
み
ら
れ
た
。
.地
域
社 

会
の
枠
が
ゆ
る
み
、
入
々
の
関
心
は
分
散
丄
.'
>

生
活
圏
は
拡
大
し
た
。
明

治

..

.
大

正

•
昭
和
と
.移
る
に
，し
た
が.い
、

下
町
、'.
山
の
手
の
風
俗
と 

い
わ
れ
る
も
の
は
、
解
消
し
、
平
均
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
 

，

•

へ
奥
弗
教
授
に
よ.

る
'

.

ハ.

阱
治
が
ら
大
正
尽
か
け
て0

:

東
京
の
生
態
学
的
；に
み
た
変
遷
は
、
: '

ニ

)

都
心
地
区
の
完
成
ツ^

部
外
の
発
艮
、

J (

三)

-
交
通
網
の
整
備
と
い
5
こ
と
に
一
な
る
が
、
：
：生

活0
面
で
み
る
と

'
 

'明
治
年
間
の
生
活
に
は
計
画
他
が
あ
り
、
.
' 一'

年
の
行
事
が
決
っ
て
い
た

の
に
、
大
正
に
入
る
と
、
：こ
■.の
反
動
で
生
活
は
出
た
と
こ
勝
負
の
も
の
と
な
り
、
昭
和
に
入
り
、
苒
び
生
活
の
計
画
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
そ
し
'て
、

明

治

か

ら

大

正

に

か

，け

て
.の
変
化
.の
う
ち
.、
最
も
大
き
い
変
化
は
.
,'
.
職
場
と
住
居
の
分
離
で
あ
り
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
現

:

物
給
: ^

ヵ
ら
現
金
給
与
へ
.

と
1
う
賃
金
支
払'

い
方
法
の
変
化
も
大
き
な
か
.

わ
り
方.

で
あ.

づ
た。
._..'.'.

• 

. 

• 

• 

• 
「

活
動
写
真
小
屋
か
ら
：

c
i
n
e
l

 palace'

へ
：と
い
‘う
：

p
h
r
a
s
e

は
大
正
か
ら
昭
和.へ.と
い
う
う
つ
り
か
，わ
り
を
意
味
し
て
い
る
。.

」

.

(

奥
井
、'
昭
和
三
十
年
度
大
学

講
嚴
'「

都
市
.

問
題
J

.

V

I

ト
，
筆
者
の
筆,

に
よ
る)

.
'-
う
 

^
 

^

'
': 

'

.

.

 

•
 

•
•
•
•
•
•
• 

•
 

•«
 

•
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-
 

,
.
 

.
 
-
 

. 

“
 

.

.

.

.

.

. 

，

:

集
団
の
水
準
で
と
ら
え
加
ば
、
'明

治

東

京

以

鳥

に

お

い

；て
.は
'；
^

:
各
i
c»
比
重
.が
軽
く
な
り
、
M >
A >
各
卧
.の
重
み
が
加
；わ
っ
た
と
.い
っ
’
て

よ 

い
だ
ろ
う
。
:.
.
'生
活
方
法
の
急
激
な
変
革
：に
対
し
、
人
々
：の
心

が

ま

え

が

、
'■.そ

の

変

革

に

対

応
 

で
あ
ろ
う
^

0
こ
れ
に
つ
い
て
は
次 

の
よ
う
な
解
答
を
試
み
こ
と
も
で
ぎ

^i

う
。

.

.

. 

ゾ 

：

.
..
:

."

「

大
正
年
間
は
所
謂
ト
レ
ィ
ド
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
変
転
期
で
あ
っ
た
。
小
さ
く
と
も
一
業
の
主
で
あ
っ
た
も
の
は
、

容
易
に
勤
人
に
は
転
換
が 

出
来
な
か
っ
；た
。
し
か
し
次
正
と
い
う
年
代
の
持
っ
た
改
革
性
は
い
や
応
な
し
.に
こ
の
転
換
を
や
っ
で
の
け
た
。

東
京
で
み
た
下
町
と
山
手
風
俗 

の
解
消
で
あ
る
。

こ
の
経
済
的
必
至
に
基
.い
.て
：心
理
的
精
神
的
転
換
も
可
能
：に
な
々
^

や
が
て
は
市
民
精
祌
と
し
て
平
凡
な
.サ
ラ
リ
ー
マ
ン
気 

質

，
性
格
が
完
成
1>
'
决
名
あ
っ
た
。

:̂
業
方
面
に
お
い
ぃ
て
も
街
み
込
み
の
11
;
人
—
第
か
ら
01
場

労

働

者

：
へ.の
変
.化
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
根
本 

的

な

変

革

：に

あ

っ

て

は

、
，い

か

に

執

拗

な

心

理

感

情

的

な

も

：の

.も
#

々
な
、が
ら
も
変
ら
ざ
る
を
得
な
い
ご(

奥
井
、「

現
代
大
都
市
の
経
済
社
会
的
性

格
|)

.

.

. 

'ぃ：
'

.
さ
て
、.
山
の
手
之
下
町
に
つ
.い
て
み
る
に
、
明
治
末
年
に
は
そ
の
対
比
が
み
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

平
出
鏗
ニ
.郎
が
.あ
ら
わ
し
た「

東
京
風
^
 

:志
上
0
卷
1
:バ
明
治
^

±

ー：年
士
月
発
行-
に
よ
^

都
市
の
生
活
と
都
市
の
構
造 

f 

\ヒ

(

ー
ー
-\
1
ノ



f

',「

地
勢
は
西
南
：は
一
丘
軸
相
連
な
れ

^.
%-
!'
東
北
は
概
ね
平
坦
汝
ヴ
::
0
西
南
の
£:
隴
相
連
な
れ
る
処
を
山
の
：手
.と
.レ
東
北
の
平
坦
な
る
処
を
下
町
と
い
へ
り
。

:'.
'
麴
町
，
麻
布
、.
.赤
阪
、
：0
欲
、
牛
込
、
：小

石
;il
l
'

本
Wは

； #

の
：手

に

属

し

「

神

田

、.日

本̂;
、
京

榻

，

下

谷

、

'
浅
草
等
.は
下
町
に
属
せ
り
。..下
町
は
江
戸
開
市.
P
 

.

後
、
，夙
に.市
井
を
形
.造
り
て
、
繁
盛
を
極
め
た
れ.ど
も
"

山
の
手
は
武
士
屋
敷
そ
の
：大
半
を
占
め
た
れ
ば

、
' な
べ
て
物
寂
し
き
さ
ま
な
り
し
が
、
維
新
以
来
次
第 

に
断
け
て
多
く
町
家
建
ち
つ
づ
き
、
大
い
に
面
目
を
革
め
ぬ
。
さ
：れ
ど
も
地
勢

%
と
偏
陬
に
あ
り
て
、
交
通.の
便
割
合
に
宜
し
か.ら
ざ
れ
ば
、
盛
に
商
業
を
営
ま 

ん
'と
.す

る

；は

、
.
さ
な
が
ら
に
卞
町
に
住
ま
ひ’
官
吏
会
社
員
め
如
き
は
い
寧
ろ
そ
办
静
閑
^
 

•

. 

.
.
.
.

.

斯

く

の

，如

く

山

.

の
手
と
下
町
と
は
地
勢
の
上
よ
り
自
ら
に
区
劃
せ
ら
る
\
の
み
な
ら
ず
、
住
者
の
多
数
ま
允
属
な
れ
ば
、
風
俗
従
う
て
興
な
る
所
あ
り
。
下
町 

■は
風
俗
の
変
遷
特
に
劇
し
く
、
時
々
の
：流
行
..一
に
こ
V
に
塞
を
発
し
、
.山
の
手
は
常
に
こ
れ
を
追
う
の
傾
あ
ヶ
。
.都
市
の
端
々
隅
々
：を
場
末
と
い
ふ
、
' 多
く
は
細

::民
め
.住
め
る
処
た
る
：が
上
に
、
.域
、:
郷
曲
に
接
す
れ
ば
、へ
風
俗
稍
々
鄙
陋
に
て
由
舎
染
.み
：た
り
。」

！

へ：

.
.:
::
:

-
 

'
 

.

.

.

.

.

.

. 

.
 

•- 

.

.

.

. 

.
,

:

芸
能
が
生
活
に
ど
の
よ
う
に
浸
透
し
て
い

.

る
か
と.

い
う
と.

：

三

紘(

三
味
線)

は
下
流
の
少
女.

に.

う
け
い
れ
ら
れ
、
中
流
以
上
の
家
庭
で
は
奪

.

(

琴)

が
.た
し
な
ま
れ
で
い
る
。
 

 ̂

 ̂

;■■
: 

' 

. 

.

.

. 

. 

ノ
.

/
■

' 

-
 

■ 

-- 

.「

三
絃
は
下
流
に
至
る
に
従
う
て
益
々
用
ひ
ら
れ
、
上
流
に
向
ふ
に
従
う
て
弥
々
用
ひ
ら
れ
ず
、
ま
た
下
町
に
至
^
に
従
う
て
勢
力
あ
り
て
、
山
の
手
に
て
は
遙

■;
.'
か
に
：筝
の
下
に
あ
る
な
り
。…

…

能
楽
の
盛
な
る
に
つ
.れ
.て
謡
も
ま
'た
大
v\
に
行
は
る
。
中
流
以
上
.の
交
際
場
裡
に
は
、
.謡
の
I
I' 節
を
も
謡
ひ
得
る
を
、
人
品
の 

高
尚
ら
.し

く

思

は

る

、
さ

，ま
.

な
れ
ば
、
卞
町
辺
の
富
家
に
，は
、
，
そ
の
子
弟
を
し

.て
師
に
ク.書
て
学
ば
し
：む.る
も
あ
り
、
.，山
の
，手
辺
の
官
人
な
ど
は
、
夜
の
徒
然
な 

る
ま
X
に
、
こ
れ
を
稽
古
す
る
も
少
か
ら
ず
。…

…

そ
も
少
女
.に
手
踊
を
.始
め
こ
れ
ら
の
遊
芸
，を
習
は
し
む
る
は
、
•.町
家
の
風
■に
し
て
屋
敷
風
と
し
て
は
筝
を
習 

は
じ
む
る
を
常
と
：せ
ヶ

「

今
や
下
町
辺
_の
町
家
さ
へ
、
家
風
次
第
に
屋
敷
風
に
移
り
、
三
絞
は
下
劣
な
り
と
，し
で
、
' 多
く
箏
を
習
は
し
む
る
が
た
め
に
、常
盤
津
，
 

'
清
元
•
長
眼
等
に
合
は
す
る
手
踊
%■
、
従
}
て
ま
た
衰
ベ
ざ
を
ベ
■か
ら
ず
。'

」
(

平
出
鏗
—?
1郎
;-「

東

京

風

俗

志

下

の

卷

」

.'

.
明

治

三

十

五

年

発

行

。

)

.

.

.

.こ
の
よ
う
に
生
活
に
お
け
る
.芸
能
受
容
の
形
態
、か
'
下
町
と
山
の
手
で
異
な
0
て
い
た
'と
い
う
こ
と
は
、

下
町
と
山
の
手
の
性
格
が
、
.そ
の
歴 

史
、
住
民
の
職
業
、
' 生
活
慣
習
な
.ど
の
点
で
相
違
を
示
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
注
目
さ
.れ
る
。：

服
装
，
.
.
i
,
.
対
人
的
呼
称
、
' 遊
芸
：な
'ど
の
®
 

で
、
下
町
と
山
の
手
は
鋭
い
対
照
を
示
しV

い
た
。
'

.

.

■■
.
.

「

遊
芸
に
し
て
も
山
の
手
の
琴
、
バ
ィ
オ
リ
ン
、
オ
ル
ガS

、
(

明
治
期
に
は
ピ
ア
ノ
は
未
だ
登
場
せ
ず
と
見
て
よ
ろ
し
か
ろ
う)

に
対
し
て
下
町
は
断
然
三
味
線 

で
，あ
.り
、
下
町
の
清
元
、
.新
内
に
対
し
：て
山
の
手
は
謡
、
唱
歌
と
な
'0
て
い
た
。

」

'
:

「

明
治
-.
東
京
0
性
格」
.
1
1
.
1
田
学
会
雑
誌
、
：
第
四
：六
卷
、

.
'第
六
号
。

.

明
治
の
.東
京
を
下
町
に
，よ
り
代
表
さ
せ 

昭
和
の
東
京
を
山
の
.手
に
'よ
づ
：
て

代

表

さ

せ

て

よ

^
だ
ろ
う
ャ
大
正
の
東
京
は
、
下
町
の
崩
壊
と
山 

の
手
の
発
展
の
過
程
と
み
て
よ
い
。
m
^:
の
^

^
は
、
大
正
年
間
に
著
し
く
拡
大
し
た
が
ハ
そ
の
背
景
に
は
、.
交
通
機
関
の
整
備
、
発
達
も
あ
っ 

た
。
こ
の
郊
外
の
拡
大
は
、
主
と
し
て
東
京
<0
西

南

, ^
に
お
い
て
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
'大
正
士
一
年
の
関
東
大
震
災
が
、，
郊
外
の
開
発 

を
促
し
た
こ
と
も
み
.の
が
せ
な
い
。
職
場
と
住
居
の
分
離
が
、

下
町
の
崩
壊
の
.一
因
を
な
し
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。
経
営
の
面
で
は
、
大
福
帳
か 

ら
近
代
的
経
営
の
事
業
！i

理
へ
と
い
う
変
遷
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
家
計
と
事
業
経
理
の
分
離
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

，

さ
て
、
明
治
の
東
京
を
下
町
に
代
表
さ
：せ
る
と
、
：明
治
東
京
の
代
表
的
市
民
を
下
町
の
商
人
及
び
職
人
と
考
え
て
よ
い
。

そ
れ
に
対
し
、
昭
和 

東

京

の

. ^
表
的
市
民
を
勤
人
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
山
の
手
、
下
町
に
は
役
人
、
軍
人
、
教
師
、
会
社
員
、
.商
人
な
ど
が
入
り
混
っ 

て
.在
住
:1
.
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

両
地
域
.の
典
型
を
右
の
よ
う
に
み
て
下
町
と
山
の
；手
の
性
格
を
と
ら
.え
て
も
大
き
な
あ
や
ま
り
は
な
い
で
あ
ろ 

う
。
'す
で
，に
住
居
が
、
' 壬
.の
地
域
：：の

生

活

景

観

を

代

表

し

、

居
住
者
の

.生
活
を
如
実
に
.あ
ら
わ
す
も
，の
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
生
居
形
態
は
ど
の 

■よ
う
な
対
照
を
山
.の
手
と
下
町
で
示
す
で
あ
ろ
.う
か
.
°
¥ :
出
鏗
ー
ー
郎
の
言
葉
を
借
れ
ば
、
下
町
の
町
家
住
居
と
山
の
手
の
屋
敷
住
居
と
い
う
対
照 

を
描
い
て
よ
以
だ
ろ
う
。
彼
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

：

.「

住
居
の
制
は
、
住
者
の
業
務
及
び
生
活
の
程
度
に
よ
り
て
異
な
る
.ぼ
素
よ
り
な
れ
ど
%-
、
概
ね
屋
敷
住
居
.
町
家
住
居
の
ニ
類
に
別
つ
べ
し
。.官
衛
、
学
’校
'

ムK

社
、.hj.

場

-#
の
如
き
建
物
を
除
き
、
.屋
敷
住
居
は
、
古
へ
の
武
士
の
邸
宅
の
遺
制
に
し
て
、
今
も
官
吏
を
汝
め
所
謂
勤
め
人
の
住
ふ
に
適
し
、
町
家
住
居
は
、
. 

•'
■®売
.エ
匠
の
住
ふ
為
め
.に

構

：へ
た
れ
ば
、
.店

-^
開
，
て
業
を
営
む
に
適
へ
り
。
屋
敷
住
居
は
、.街
路
に
接
し
て
屋
を
構
へ
ず
、
先
づ
表
に
門
を
建
て
、
摒
墻
を
繞 

ち
す
、
h
を
入
り
さ
4

^
に
到
.る
べ
'し
。
.町
家
住
居
は
、
.,
街
路
に
顧
み
て
屋
を
建
て
、：
門
な
く
摒
墻
な
く
、
.隣

家

；と
軒
を
速
ぬ
。

,
れ

に

も

商

家

と

職 

;r
:i
り
て
異
な
る
所
あ
り
。」 

：

：
.

ノ

.

'

:
.

. 

• 

. 

■■ 
.

:
■

■
 

■■
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■ 
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- 
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. 

. 

.- 

. 

. 

-
. 

.

I-
.
'
. 

- 

: 

.

.

.■
:■
-

' 

. 

: 

. 

.

'.
o 

:

'

'
芝

;.
^
好
〒
の
小
説
.；，「

湯
_

は
明
洽
後
識
:0
下
町
'の
商
家
.を
：！̂

A
J

し
、
'
.

「

隅
田
川」

ば
昭
和
初
期
，.の
下
町
の
商
家
を
扱
っ
て
い
.る
。

こ
れ
ら 

の
作
品
か
ら
下
町
の
景
観
が
描
办
れ
た
一
節
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

.

■

'.
:
':
■:」

:'
:

「

下
町
の
庭
は
お
る
か
な
し
の
狭
さ
で
あ
る
。
裏
は
露
地
で
、
家
が
密
集
し
.て
い
る
。…

…

お
茶
0
水
橋
を
渡
っ
て
大
名
屋
敷
の
あ
る
高
台
か
ら
町
屮
へ
降
り
て

.

.

.

.

:

.

都
市
.の
生
活
と
都
市
.の
構
造
：
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.



ゆ
く
と
須
田
町
は
も
う
す
ぐ
で
あ
っ
た
。
.
'銀
座
か
：ら
白
本
橋
を
経
，
神
田
須
田
册
の
■め
が
ね
橋
.：

(

万
世
橋)

：
を
渡
0
て
'御
成
街
道
を
上
野
へ
、"
さ
ら
に
浅
草
へ

 ̂

.く
道
筋
は
、
明
治
年
間
か
ら
大
正
.へ
か
け
て
東
京

」

の
，
主
要
な

繁

華

街

を

ぬ

う

幹

線

道

路

で

^
っ
た
。:■
■下
町
の
殷
賑
ぶ
り
を
反
映
し
て
商
家
も
瓦
葺
土
蔵
造
り
の
家 

が
多
く
、
隅
田
川
に
そ
そ
ぐ
川
筋
が
途
中
に
引
か
れ
て
い
.た
。
：#;
田

須

田

町

は
人
の
往
来
が
繁
く
、

.当
時
東
京1

の

交

通

量

を

誇0て
い
た
。
美
濃
屋
は
須
田
町 

.
の
表
通
り
を
'

1
つ
逸
れ
た
横
通
り
の
角
に
：あ

.っ
た
。一

一
階
建
で
の
堅
牢
な
'土
蔵
璧
で

、
：
.
窓
は
ち
い
さ
ぐ
観
音
開
き
に
そ
と
•へ
.開

い
た
。

階
下
の
店
先
.は
入
口
に
暖 

，簾
が
掛
っ
て
"
暖
廉
は
濃
茶
に
：「

湯
葉」

と
白
く
染
め
ぬ
い
て
、
：
左
端
に
美
濃
喔
と
記
し
て
あ
っ
た
。

…
…

店
の
内
は
土
間
が
左
へ
鉤
の
手
に
ず
う
っ
と
伸
び 

て
、
.仕
事
場
に
通
じ
て
い
た
。
片
側
は
店
か
ら
帳
場
、
奥
の
.間
と
つ
づ
い
て
い
.て
:'
途
中
の
廊
下
：
に
階
段
が

.つ
い
て
：い

た,°
左
手
の
土
間
の
奥
は
厨
で
、
そ
の
わ 

き
に
堀
井
戸
が
あ
^

:
そ
こ
か
ら
さ
き
は
広
い
仕
事
場
で
あ
っ
た
。…

…

通
り
は
む
か
い
が
酒
問
屋
で
.隣
り
が
雑
貨
屋
、
そ
の
間
の
露
地
を
は
い
る
と
長
屋
が
三 

軒

つ

づ

い

て

い

た

。

」
「

湯

葉」
. 

. .
:
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ベ

■
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パ
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:

大

正

十

二

年

の

関

東

大

震

災

は
'
東
京
の
生
活
に
大
き
な
変
革
を
及
ぼ
し
た
。
郊
外
の
開
発
と
：地
域
社
会
の
変
貌
が
、
大
震
災
を
契
機
と
し
て

■ 

■ 

' 

. 

. 

■ 

■ 

'

'

:

-

 

.

著
し
く
進
ん
だ
の
で
あ
：る
。
:

'

_

:

:
 

'

''
^

.「

昭
和
五
年
の
浅
草
は
す
で
に
古
い
.拽

草

の

面

影

：を
失
い
は
じ
め
て
い
：た
。

大
正
十
一
ー
，年
の
関

東

大

震

災

で

跡

か

た

か

く

焼

け

つ

く

さ

れ

た

た

め

に

、

江
戸
時
代 

.,
-
■
か
ら
続
く
老
；舗
な
ど
も
新
築

.の
安
普
請
に
変
:0
て
、
土
蔵
作
り
の
席
众
ど
は
^
べ
な
つ
て
し
'ま
い
、
.古
い
由
緒
あ
る
街
の
商
影
：が
安
易
で
粗
笨
な
'も
の
に
変
免
ら 

ノ
れ
て
し
.ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
復
興
.の
気
®
は
濃
厚
で
、
ま
だ
東
京
の
繁
.華
な
_と
こ
ろ
は
銀
座
か
浅
草
で
あ
0
た
し
、
；街
に
は
自
信
と
活
気
が
..あ
っ
た
。
恭
子 

に
と
っ
て
の
浅
草
は
、
街
そ
.の
も
の
が
自
分
の
領
分
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
家
は
雷
門
か
ら
馬
道
、パ
六
区
，に
か
け
.て
殷
賑
を
極
め
る
目
抜
き
通
り
と
ば
電
車
通
り
を 

'
隔
てH

い
た
。
こ
ぢ
_ら
侧
は
電
車
通
り
に
夜
店
も
で
な
い
し
、
，、ど
の
町
筋
%'
ひ
っ
そ
り
_‘し
て
、.，
馬

道

の

大

店

や

住

居

が

あ

0
た
り
、
医
院
や
隠
居
所
や
紙
問
屋
な 

ど
が
並
ん
.で
い
た
。
-#
門
か
ら
办
.と
つ
自
の
通
り
.を
.は
い
り
：.て
、
；
最

初

の

四

：
つ
角
に
万
屋
と
い
う
衣

'裳
店
が
あ
る
、
そ

の

隣
り
が
恭
子
の
家
で
あ
っ
た

。

表
付
は 

仕
舞
屋
.と
も
呉
服
間
屋
と
も
つ
'
>か
な
い
構
え
で
、：
硝
子
戸
が
六
枚
嵌
め
こ
ま
れ
て
い
た
。

,'

^
^
^
^
:
.
.
.

■
万
屋
の
土
蔵
倉
と
恭
子
.の
家
.め
間
に
ぼ
両
家
だ
.け
が
使
う
細
い
露
地
於
あ
っ
て
：
そ
こ
を
は
い
る
と
内
玄
関
だ
っ
た
。
-.
下
町
の
こ
と
：で
格
子
戸
は
磨
き
こ
ま
れ 

'
'て
光
っ
て
い
る
'。：
内
玄
関
を
あ
が
る
と
細
い
'廊
卞
.の
前
が
：ー
11
り
ほ
ど(

の
坪
庭
で
：、

そ
こ
：：が
ら

.一
方
は
店
へ
、
：■片
方
は
奥
と
分
れ
：て
い
る
。…
…

風
呂
場
の
窓
と 

す
れ
す
れ
ー
に
.裏
の
ー
.ー
階
家
が
建
づ
て
い
て
、'
下
町
の
込
み
い
’っ
た
.場
所
ら
し
べ
内
緒
話
が
_.手
に
と
る
ょ
う
に
聴
え
た
。
震
災
前
ま
で
は
そ
の
家
の
向
方
に
ま
だ
原

.:

大

JE
か
ら
昭
和
に
移
ろ
う
社
会
に
、
，好
況
と
不
況
の
波
が
繰
返
し
押
寄
せ
て
、
,;
淸
費
：の
：

&

を
脅
か
し
た
の
も
子
供
の
恭
子
は
覚
え
て
い
な
い
。
た
だ
震
災
を
境 

に
し
.て
浅
草
の
伝
統
が
失
わ
れ
は
じ
.め
た
の
は
、
古
い
の
れ
ん
の
店
が
趣
き
を
変
え
、
盛
り
場
が
安
手
に
、
物
欲
し
げ
に
、
風
格
を
失
い
は
じ
め
た
こ
と
で
も
知

れ
た
。
浅
草
に
デ
パ
I
ト
が
で
き
る
と
い
う
噂
も
、

無
性
格
に
変
り
は
じ
め
た
浅
草
の
ー
つ
；の
現
象
で
あ
っ
た
。

恭
子
が
幼
時
か
ら
馴
染
ん
だ
芝
居
の
劇
場
さ

:

'

え
、
レ
ビ
ュ
小
屋
に
変
っ
て
い
た
。

」
「

隅
田
川」

.
，
：

.

•

,

.
 

:
: 

‘
 

•. 

.

丫

「

湯
葉』

に
お
け
る
露
地
、
瓦
葺
土
蔵
造
り
の
家
，
暖
簾
、
'
.土
間
、
.帳
場
、
'奥
の
間
、
堀
井
戸
:'
'
'酒
問
屋
、
雑
貨
星
、.
長
屋
、

田
旧
_
に
'

•
 

ノ
 

\ 

....... 

\ 

.
 

.... 
,

.

'

<

ら
れ
る
大
店
の
住
居
、' ,

医
院
.、
隠
屈
所
、
.紙
問
屋
、
露
地
、
内
玄
関
、
格
子
戸
、：

坪
庭
、
店
、
.奥
、
‘芝
&
の
劇
場
，

レ
ビ
ュ

.丨

小
屋
と
い
う
言
葉 

は
、

下
町
：の
景
観
を
あ
ざ
や
か
：に
描

.き
|つ
く
し
て
い
>
0。
_
商

家

の

場.合
、

表
に
店
が
^ ;
々
、

そ
4
に
：つ
づ
い
て
日
常
の
住
罟
：で
あ
る
奧
が
あ

っ 

，

た
0
そ
こ
で
営
ま
れ
る
生
活
は
近
隣
社
会
と
深
く
結
び
つ
：い
た
も
の
で
あ
り
、
人
々
の
生
活
圏
は
狭
か
っ
.た
0

:
.

-. 

.

-

.

.•.

及
.

•
 

- •

, 

'

「

五
家
相
保
つ
上
い
う
五
人
組
の
制
は
全
く
廃
れ
た
れ
ど
も
、
向
三
軒
両
隣
と
の
間
柄
は
、■
自
ら
相
親
し
ま
ざ
：る
べ
が
ら
ざ
る
勢
、あ
り
。

引

越

の

礼

物

も

こ

の
五
 

.

.家
に
は
贈
る
を
習
と
す
。
町
方
に
て
は
町
中
に
若
衆
の
組
あ
り
て

, :

若
者
概
ね
十
七
、
A
歲
に
至
れ
ば
こ
れ
に
加
.は
る
、
：
：
•.ま
た
町
中
に
は
受
持
の
仕
事
師
あ 

り
、
仕
事
師
と
は
い
は
^
町
中
を
.

1

手
に
花
主
と
，し
た
る
：出
入
の
工
夫

^
し
て
-、
.多
く
は
消
防
方
を
截
と
'し
、
ま
た
土
工
を
業
と
^

。

」

.

明
治
後
期
の
東
京
、
T
町
.の

生

活

：
の

.

一
断
面
を
と
ら
え
石
.と
、
食
生
活
の
面
で
は
、
精
進
料
理
の
多
：い
東
荒
の
町
で
は
湯
葉
が
煮
物
か
ら
即
菸

■
 

-
 

.
 

.
 

.....
 

■
 

‘

吸
物
に
.ま
で
主
品
の
一
.つ
で
あ
っ
た
入

「

湯
葉
^
。
.
ま
た
.、
\
下
町
の
商
家
は
御
馳
走
の
.ほ
と
ん
ど
を
粒
藍
も
の
で
賄
い
、
诌
分
の
家
で
は
您
菜
し
^

-

■:
■
. 

■:. 

■-
 

.
、
. 
ノ
 

.

.

.
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■
 

.
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:

作
ら
な
.か
っ
.た(「

隅
田
川」)

。
'別
：の
面
.で
は
:'
町
家
は
浴
室
; ^
持
た
な
い
の
が
普
通
で
、

主
人
も
奉
公
人
も
銭
湯
へ
：行
く
.：の
だ
っ
た
。

ま
め
に
つ

•

い
て
み
る
と
.、
昭
和
の
：初
期
.に
は
タ
ク
、シ
：丨
も
東
京
.の
町
を
縦
横
に
走
っ
，て
い
た
が
：、

«
車
通
り
か
ら
な
か
へ
は
：ま
だ
入
ら
な
い
不
文
律
が
あ
り
、

,

人
力
車
も
活
用
さ
れ
て
い
.た
，：

(「

隅
田
川J)。

：

明
治
か
ら
.大
正
に
か
け
て
の
都
市
交
通
機
関
の
代
表
は
路
面
電
車
で
、

大
芷
八
年
に
お
い
て
さ
え
、
.

'

0)

-
 
一

-
. 

•

，
市

電

が

交

通

量

の.七
八
.
•
'五
％

を
.占
め
、：.当
時
の
省
線
：は
わ
ず
か
に
一
；
ー.
：‘
：七
％
の
交
通
量
負
担
で
し
か
な
か
っ
：だ
。：
郊
外
電
車
は
大
正
期
以
降

■
,

に
食
り
急
激
に
.発
達
し
た
の
で
あ
る
0

' 

•

V
.明
治
三
十
年
の
東
京
に
.■つ
い
'て
'
'へ
紙
漉
乎11

一
郎
^
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:「

そ
の
時
.の
東
京
市
内
の
乗
物
は
、
：
ま
だ
品
川
.か
ら
浅
草
ま
で
鉄
道
馬
車
が

一
筋
逋
っ
.て
い
た
.だ
け
で
し
た
。…

…

ま
だ
電
気
灯
は
な
く
、
漸
く
瓦
斯
灯
だ
け
で 

•し
た
。」 
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都
市
の
生
活
と
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の
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_

治
ニ
ー
十
.年
.代
か
ら
三
十
年
联
に
が
.け
^

の

東

京

；
の

交

通

に

：
つ

い

：
$
 

r

節

を

挙

げ

：て
：
み

ょ

：
，

(「

自

転

車

」)

。

，

「

当
時
は
自
動
卑
の
発
明
以
前
で
あ
っ
た
し
、
電
車
も
東
京
に
は
未
だ
な
い
時
代
だ
っ
た
。
乗
物
と
し
て
は
芝
の
汐
止
か
ら
上
^
浅
草
へ
行
く
_

?1
員
¥
と
九
段 

下
か
ら
両
国
ま
で
行
く
円
太
郎
馬
車
位
の
も
の
で
、

一
番
使
わ
れ
て
い
た
の
は
矢
張
り
人
力
車
だ
っ
.た
。

箱

馬

車

幌

馬

車

は

官

吏

か

金

持

の

乗

物

で

、
，
普
通
の
人

.

.

.

.
に
.は

乘

れ

为

か0
:た

1-
0
'
'
.
-
'
パ

八
 

'

::

由

山

花

袋

は’
大
正
六
年
’へ

博

文

館

如

ら̂
東
京
め
三
十
年
1-
,
:
^

た
る
東
京
.

の
生
活
と
景
観
が
活
写
さ
れ
て
い
：る
。
；'
明
冶
ニ
十
年
頃
の
東
京
は
彼
.

の
眼
に
ど
の
.1
.

ぅ
に
映
つ
；た
：か
。

，

•

.

.

.

「

そ

の

時

分

.

.
：

(

明

治1

一
十
年
頃

)

，
は

、

大

通

り

..

に
馬
’車
鉄
道
が
あ
る
'ば
か
り
で
，
交
逋
'が
.不
便
で
あ
つ
た
た
め
、
私
達
は
東
京
市
中
ば
何
処
で
も
て
.く
て
く
歩
か 

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

，
っ
，
た

。
.

…

：
.外
国
風
の
家
垦
と
飩
日
本
式
：の
家
屋
と
相
並
ん
で
-|
|
玄
つ
ら
ね
て
ゐ
る
の
が
、
そ
の
頃
の
生
活
の
状
態
の
シ
ン
.ボ
ル
を
成
し
て 

ゐ
た
。
そ
れ
に
区
劃
を
わ
け
て
、
江
戸
風
の
町
と
外
国
風
の
.町
と
が
出
来
て
ゐ
た
。

一
方
は
開
け
て
行
く
形
、

一
方
は
衰
へ
て
行
く
形
、

一
方
は
氤
進
的
、■

一
 

方 

〜

は
保
守
的
、.
さ
ぅ
い
.ふ
ニ
つ
の
，気
分
が
東
京
の
何
処
に
も
絡
み
合
ひ
も
つ
れ
合
っ
.て
巴
,
を
卷
い
て
い
る
の
を
私
は
見
た
。」

明
治
十
四
年
頃
.の
'東
京
は
、

泥
濘
の
都
会
、
，
土
蔵
造
り
の
家
並
の
都
会
、
.参
議
の
箱
馬
車
の
都
会
、、：

橋
の
狭
に
露
店
の
多
く
出
る
都
会
で
あ 

り
、
.宮
益
の
坂
を
下
り
る
と
，
あ
た
り
が
何
処
と
な
く
由
舎
田
砉
し
て
来
.て
、
.細

葺

'の
家
が
あ
つ
た
レ
、
.小
川
が
あ
っ
た
り
、
橋
が
あ
っ
た
り
、
 

水
璀
が
.そ
こ
に
め
.ぐ
づ
て
い
た
り
し
た
の
.で
あ
る
.(「

東
京
の
三
十
年」

角
川
文
,»
版
、
七
頁
、？
|
,三
|
!
1
0
。
：'
,

.

当
時
の
東
京
に
お
い
て
は
ー
渋
谷
あ
た
り
は
市
街
地
か
.ら
隔
っ
ー
た
郊
外
で
あ
っ
た

0,
今
、
.明
治
十
七
年
一
月
七
日
届
の「

明
細
改
正
東
京
新
図 

完」
(

編
輯
兼
出
版
、
井
上
勝
五
郎)

を
み
る
と
、

宮
紇
坂
辺
は
、

赤
坂
区
の
末
端
で
、

渋
谷
宮
益
.町
と
な
っ
て
お
り
、

.
附
近
に
は
開
拓
使
一
号
、

ニ
号
用
地
が
み
ら
れ
る
。
道
玄
坂
辺
は
、
南
豊
島
郡
中
渋
谷
村
で
あ
る
。
南
豊
島
郡
.に
は
.、
ほ
か
に
千
駄
ヶ
谷
村
、
角
箸
村
、
氏
々
木
村
な
ど
の

. 

- 

.

. 

- 

' 

.

.

.

. 

' 

•

村
名
が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
三
年
、
武
万
分
ノ
一 

割
、
，「

地
理
東
京
全
図」

を
み
る
と
、

環
状
線
の
枠
内
で
東
京
の
市
街
地
は
完
結
し
て
お
り
、

. 

/ 

- 

■
•
■
'
.
.
'
.
.
.
.
.
•
 

.

新
宿
、
渋
谷
、
大
,<|

た
り
は
、
い
ず
れ
も
郊
外
地
で
あ
っ
气 

奥
井
教
授
に
よ
る
と
、
明

治

-,
東

京

は

東

北

図

型

を

示

，し
、
：
昭

和

*
東
京
は
西
南
図
型
を
示
す
と
.ぃ
ぅ
。
'
こ
れ
は
、
郊
外
'が
主
に
東
京
め
西
南

部
に
向
つ
て
発
展

し
た
こ
と
を
意
味
し
、

y

同
時
に
都
心
点
が
移
動
し
た
と
：いぅ
意
味
，で
あ
る
。

.
;■

明
治
..
東
京
の
中
心
は
日
本
橋
と
み
る
の
が
£'
パ 

が
、
仮
に
東
京
駅
を
中
心
と
す
る
'
.
と
、
明

治

•
東
京
は
、
半
径
約
四
秆
で：

描
か
れ
る
地
域
に
該
当
し
、
，
東
は
本
所
、
深
il
l
、
北
は
上
野
寛
永
寺
、
 

西
は
四
谷
、
.
信
濃
町
、.
南
は
.

j 
ニ
'田
、
，
田
町
を
境
界
と
ず
る
の
で
あ
^?
。
次
.の
一
節
は
、
都
心
点
の
移
動
を
説
明
し
て
い
る(「
明
治
•
東
京
の
性
格」

A
頁)

。
 

• 

'

「

明
治
.

東
京
の
中
心
は
須
田
町
丨
日
本
橋
で
あ
っ
た
。
神
田
須
田
町
は
当
時
ま
さ
に『

都
に
名
高
き
須
田
町』

で
あ
っ
た
。
し
か
し
大
正
期
を
経
て
こ
の

中
心
.

は
南
下
し
、
今
日
の
銀
座
が
そ
れ
に
代
る
に
到
っ
た
と
同
時
に
.、.
銀
座
八
丁
そ
：れ
自
体
も
同
じ
南
下
の
変
遷
.を
示
し
：て
，い
る
。«_
_

.
 

-

.
 

.

.

-

'須
囝
町
周
辺
の
景
観
に
つ
.い
：て
は
、
先

に

「

湯
葉」

.の
一
.節
で
挙
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
 

.

.

さ
べ
、
郊
外
に
つ
い
て
み
る
と
、
.
花

袋

の「

東
京
の
三
十
年」

に
ょ
る
^,
、

明
治
ニ
十
ー
，、
.ニ
年
頃
、
柳
町
の
裏
に
は
竹
藪
が
あ
り
、

そ
れ
か

■
 

■ 
■■
 

.

."

バ 

.
 

-
 

-
 

-
 

.
 

-
 

■

ら
次
第
に
奥
に
早
稲
田
の
方
に
入
っ
て
行
く
と
梅
の
林
や
畠
が
み
ら
れ
、
昔
の
御
家
人
の
零
落
し
て
昔
.の
ま
ま
に
残
っ
.て
住
ん
で
い
る
か
く
れ
た 

さ
び
し
い
，
一
区
画
が
あ
っ
た
り
し
て
、
.山
の
手
は
さ
び
し
か
っ
た
。

.
こ
の
頃
に
は
、
到
る
処
に
団
子
に
鮑
位
を
置
い
た
休
茶
屋
が
ょ
く
み
ら
れ
た
.

 

の
で
あ
る
。
当
時
、
寺
参
り
に
は
信
仰
の
意
味
も
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
、

一
種
の
レ
ク
リ
エ
I
シ
ョ
ン
を
か
■ね
て

い
た
と
み
て.

ょ
い
。

■.「

寺
参
り
な
ど
に
來
た
人
漣
が
皆
そ
こ
に
休
ん
：：で
行
;.
<

の
：で
あ
る
。
車
や
電
車
の
便
の
龙
か
.
っ
た
昔
は
'

人
は
大
牴
の
と
こ
ろ
は
み
な
歩
い
て
行
か
な
け
れ
.ば
な 

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。，
近
郊
の
趣
味
を
全
く
破
壞
し
去
つ
た
電
率
！

:

静
か
に
入
っ
て
物
を
思
っ
た
り
何
か
す
る
に
好
い
や
ぅ
な
林
は
、
ま
だ
そ
の
頃
は

そ

こ

と

こ

に

残

、
っ
.

て
ゐ
た
。…
…

そ
れ
に
、
.そ
の
時
分
は
一
つ
し
か
な
か
っ
た
山
の
手
線
办
汽
車
の
音
が
、
'夕
暮
に
遠
く
野
を
掠
め
て
き
こ
え
た
。」

. 

• 

. 

•

入
大
正
六
年
頃
に
は
"
花

袋

に

ょ

る

と

：そ

ぅ

し

た

光

景

は

.み
ら
れ
な
く
な
0
た
と
い
ぅ
。
郊
外
電
車
は
主
と
し
て
西
.南
部
に
発
達
し
>

 

武
蔵
野
は

次
第
に
：.張
食
さ
れ
て
行
.
.

っ
.た
’
.
の
で
あ
る
。

■

,:「

.'.
マ
.：
6

::

へ
■.:.
■

:
「

こ
の
頃
乂
明
治
四
士
ー
年
頃)

0
東
京
の
発
展
は
目
覚
し
い
も
の
で
、あ
っ
、
た
。
：

.
:
;
:
击
区
改
正
は
既
に
完
成
さ
.れ
、
大
通
り
の
路
.は
ひ
ろ
く
拡
げ
ら
れ
、
m
車 

:
は
到
る
と
こ
ろ
.に
、
そ
の
唸
る
.や
ぅ
.な
電
線
の
音
を
漲
ら
.せ
.た
。
;.
'
.
':;「

」

'■
.
•

:

.明
治
十
四
年
あ
太
り
の
;^
京

は

？
泥
濘
の
路
に

：

円

太
郎

馬

車

：の
.駛
o
た
東
京
'は
？
橋
の
袂
に
.飲
食
店
.の
：多

く

出

て
ゐ

た
.東
京
は
？
箱
馬
車
の
通
っ
た
時
分
の
東 

都
市
の
生
活
と
都
市
の
構
造 

九

三

へ

一

一

九

五

)



'
電
車
が
出
来
た
た
：め
に
>
.
'市
の
繁
華
な
場
所
も
次
第
に
変
0
て
.行
っ
た
。
郊
外
に
住
む
人
も
、
買
物
を
す
る
に
は
、
.そ
の
近
所
で
買
は
ず
に
、
電
車
で
市
街
の 

'

中
心
へ
と
出
て
行
っ
た
。
従
っ
て
三
越
、
白
木
屋
、
松
屋
な
ど
と
い
う
呉
服
店
も
大
き
な
構
へ
と
な
っ
た
。

主
と
し
て
電
琪
の
交
叉
す
る
ど
こ
ろ
、
客
の
乗
降
の
多
い
と
こ
ろ
、
さ
う
い
ふ
箇
所
が
今
迄
の
繁
華
を
奪
ふ
や
う
に
な
っ
て
、
市
街
の
状
態
が
一
変
し
た
。
銀 

座
の
尾
張
町
の
角
、
神
田
の
須
田
町
、
.上
赞
の
広
小
路
、
そ
れ
に
見
附
見
附
の
街
は
背
と
は
ま
る
で
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
交
通
の
便
に
っ
れ
て
、
住
民
の
種
類
の 

-
ぃ
変
.っ
ャ
行
く
办
は
、

■

寧
ろ
本
能
的
、
：無
意
識
的
ど
言
っ
て
%:
.好

い

位

で

、
：
注
意

：し
ー
て
見
て
ゐ
石
と
、
戴
処

に

'
.一
審
烈
し
VV
変
遷
め
.渦
を
巻
い
て
ゐ
る
の
を
見
る
こ

:

着

.パ
'':
 
ニ 

.

」

概

し

て

、
，
東

京

の

.

外
廓
は
、.新

乙

く

開

け

た

も

の

だ

：。

''
.新
開
町
だ
。
勤
人
や
学
生
の
住
む
と
こ
ろ
だ
0.
そ
>
卜
に
は
昔
の
古
い
空
気
は
少
し
も
残
っ
て
ゐ
な
い
。

_ 

.
江
戸
の
.空
気
は
;'
.文
明
に
.
1±{さ
れ
で
、
.
.市
'©
.真
中
に
寧
.ろ
底
の
方
に
微
か
に
.残
っ
て
ゐ
る
の
.を
見
る
ば
.か
り
で
あ
る
.。'
.
.
.
.

か

う

.1

.
て
時
は
移
づ
て
行
く
。
^'
ら
ゆ
る
人
物
も
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
も
、
^'
ら
ゆ
る

想

劇

も

、
.
す

べ

て

そ

の

中

へ

と

一

つ

—*
つ
永
久
に
消
え
て
行
っ
て

し
ま
ふ 

:
の

で

あ

る

.
。

」

■'
.

「

東

京

：
の
'
三
：
十

年

」

へ 

^

、.
.明

治

-
東
京
め
生
活
と
景
観
は
^
こ
う
^

^
急
速
に
犯
貌
を
と
け
、
大
正
.*'
昭
和
の
.東
京
は
.、；
新
た
な
姿
を
..み
せ
る
ょ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

た
U
沢
に
明
^

.
東
京
に
は
江
戸
の
名
残
；り
が
：み
ら
れ
た
。..、し
か
し
？
：交
通
機
関
の
：発
達
：.
.'
■:人

々
の
生
活
様
式
の
罾
^
な
ど
に
ょ
り
、
そ
の
名
残 

，
り

は

次

第

に

消

え

失

せ

"
：大

東

京

.に
お
い
て
は
、
；特
に
郊
外
地
め
開
発
も
進
み
、
.生
活
圏
も
拡
大
し
、

明
治
吖
生
活
体
霞
が
大
き
く
崩
壞
し 

,た
。
大
正
時
代
.は
、
,;
.い

わ

ぱ

、
，
都

市

；の

生

活

、
，
階

層

、
地

域

、

形

態

の

各

構

造

の

変

動

：

過

渡

斯

で

』

っ

た

と

い

え

る

だ

ろ

う

。

•

參

r

ベ
：'.

V

酿

治

•
東
京
の
生
活
は
、
す
で
"に
述
べ
お
と
妇
!?
;
、「

普
通
、::
:
町
内
集
団
^'
い
わ
れ
る
ょ
う
な
狭
^
生
活
空
間
に
：お
い
て
完
結
す
る
傾
向
が
あ
っ 

:

た
，

そ
の
空
間
は
い
わ
ば
、
自
分
の
生
活
の
領
分
で
あ
り
、
4

こ
に
麼
つ
の
風
が
あ
っ
た
。

..
:

:『

あ
る
日
蔣
は
思
；い
あ
ぐ
ね
て
銀
座
に
あ

‘る
高
総
屋
を
訪
れ
た
。
煉
瓦
造
り
の
銀
座
の
町
.は
須
田
町
と
違
づ
て
.ハ
ィ
ヵ
ラ
で
あ
る
。
路
は
こ
の
町
へ
く
る
と
場
違 

.
い
を
感
じ
る
が
'

.

の̂
家
を
：ー.歩
出
た
と
ぎ
か
ら
；の
解
放
感
を
味
れ
う
の
だ
_っ
た
。
；
:
.
:
.
'
.
\

久

.

_

:少
し
ば
か
り
角
度
の
.違
0
た
.町
が
、_
世
間
の
狭
い
路
に
は
目
新
し
_い
0
で
あ
っ
た
，
。

」

^

町
内
集
団
な
い
し
は
近
隣
集
団
は
、
明
治
を
僻
る
に
つ
れ
、■
次
第
に
そ
の
枠
を
く
ず
し
て
行
っ
た
。
下
町
の
.性
格
は
、
.階
層
、
地
或
、
形
1
、

'
.-

.■

.-V
V-:
-.
-

.

.

'

- 

.. 
f 

- 

- 

- 

. 

■ ■ 

-
-
-
-
- :■*
-■-
 

■ , 

-
-
-
-
- 

■ 

:
v

明治17年 1月, 明細改正東京新図による。 
■(明治33年，■或万分ン一割，地理東京全 
図をも参照)

第6 図向 島 ，下町の郊外

:
こ
の
一
.節
に
よ
っ
て
も
郊
外
の
性
格
と
下
町
に
生
活
す
る
人
々
の
感
情 

の
動
き
が
ぅ
か
が
わ
れ
る
。
.：

.

芝
木
好
子
の「

隅
田
川」

と
永
井
荷
風
の「

す
み
だ
il
l」

，
の
一
節
を
対 

照
さ
ぜ
.て
み
る
と
、
,:
'郊
外
の
生
活
景
観
が
鮮
明
と
な
る
。

ま
ず
芝
木
好
子 

め

「

隅

田

川」
：

に

次

の

よ

ぅ

な

箇

所

が

あ

る

。

「

吾
妻
橋
を
渡
っ
て
、
引
き
川
の
：枕
橋
を
渡
る
と
、
堤
は
お
花
見
で
、
.堤
下
は 

.も
5
向
島
で
あ
る
。

向
島
古
桂
庵
は
三
囲
神
社
の
境
内
の
わ
き
で
あ
っ
た
。
古 

.'
桂
庵
は
元
武
家
の
下
屋
敷
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
.
日
本
橋
の
川
源
が
老
父
の
た 

め
に
買
.い
取
っ
た
も
の
.で
、
な
が
い
年
月
に
す
っ
か
り
庇
が
傾
い
た
の
を
補
修 

し
な
が
ら
保
っ
た
隠
居
所
で
あ
る
。
そ
の
老
人
も
ニ
年
前
に
亡
く
な
っ
た
が
、

.

.
 

九

五

(

一
一
九
七)

.都
市
の
生
活
と
都
市
.の
.構
造
.

生
活
の
各
構
造
忆
永
い
て
変
貌
し
て
行
っ
た
が
"
そ
れ
.と
う
ら
ば
ら
：
の
関
係
で
、
，山

の

手

、

.郊
外
'が
開
け
、

そ
こ
に
新
た
.な
生
活
基
盤
、
生
活
体 

制
”
生
活
理
念
、
.：生

活

景

観

が.み
ら
れ
る
に
.い
た
っ
た
0
で
.あ
る
？
"'ぃ

八

八

？

;

さ
て
、
到
外
の
生
活
及
び
景
観
は
、
、ど
の
ょ
う
な
姿
を
示
1
た
.か
。
東
京
.の
.郊
外
も
時
代
に
ょ
り
そ
の
性
格
を
異
に
し
た
の
で
あ
る
。
明

治

，.

東
京
の
郊
外
は
、
.今
日
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
：
別
荘
地
と
，.い
う
性
格
を
み
せ
て
い
•た
。

そ
こ
は
生
活
の
本
拠
で
は
な
く
、
郊
外
の
住
罟

は
、
若
，干
.の
地
元
^
{
を
除
い
て
は
、

町
住
民
の
控
宅
で
あ
り
、
.寮
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
ま
さ
し
く
別
莊
で
あ
っ(

が)

。

「

あ
る
日
歌
は
路
を
つ
れ
て
向
島
の
亮
一
の
出
養
生
の
別
宅
へ
行
っ
た
。
，ニ
人
は
須
田
町
か
ら
鉄
道
馬
車
で
浅
草
ま
で
出
た
。
枕
橋
を
渡
っ
て
、
向
％ 
土
手
か 

ら
す
こ
し
は
い
：
.

o

た
閑
静
な
一
帯
^
^
や
別
宅
が
多
が
.っ
た
。
：
：
：：

/'
;

ニ 

:

歌
は
子
供
の
お
供
で
海
や
山
へ
ゆ
く
こ
と
を『

島
流
し
.は
.ご
め
ん
だ』

と
い
；
っ
た
。
下
町
の
ご
：た
つ
い
た
、

.
屋
根
と
屋
根
、
庇
と
庇
が
か
け
渡
さ
れ
た
下
で
、
 

隣
り
9
ひ
じ
き
裏
る
句
い
を
嗅
い
で
い
る
の
が
歌
の
性
っ
て
い
た
。
静
か
，と
い
っ
て
も
向
島
が
限
度
で
そ
れ
以
上
は
さ
び
し
く

1

え
ら
れ
な
、，
ご

「

葛 

葉
し 

■

 

•

 

、



花
の
季
節
に
な
る
と
川
源
は
親
し
，い
客
を
招
く
の
だ
っ
た
。
 

-

門
を
は
い
る
と
細
い
右
畳
み
で
,'
奥
に
玄
関
と
中
仕
切
の
門
が
あ
る
。」

：
 

.

-

ン
と
こ
ろ
で

'
荷
•風
こ
う
書
い
て
い
る

.
'

(「

す
み
.だ
川J

)
？
' 

- 

. 

> 

•

-

'

'

 — 

'

•

.

.

V

' 

... 

' 

.
•
.
- 

' 

■ 

.

.

;
「

堀
割
づ
た
ひ
に
鬼
舟
通
か
'ら
直
ぐ
さ
ま
左
へ
ま
が
•る
と
、
土
地
の
.も
の
で
な
け
れ
ば
、
行
先
の
分
ら
な
い
ほ
ど
.迂
回
し
た
小
径
が
三
囲
稲
荷
の
横
手
を
巡
っ
て 

土
手
へ
と
通
0
て
ゐ
る
'0
'
小
径
.に
沿
う
て
は
：田
圃.を
埋
立
て
た
空
地
に
新
し
い
貸
長
屋
が
ま
龙
空
家
の
ま
ま
に
立
並
ん
だ
処
も
あ
る
。
広
々
し
た
構
へ
の
外
に
は

犬
^
な
'麼
石
を
.据
並
べ
た
植
木
屋
も
あ
れ
ば
、
い
か
に
も
田
舎
ら
し
い
茅
葺
の
人
家
の
ま
ば
ら
に
立
ち
つ
づ
い
て
ゐ
4
処
も
あ
る
。」 

•

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

.. 

- 

.

.
农
に
挙
げ
た
三
囲
稲
荷
周
迢
の
向
島
の
生
活
景
観
.は
>

い
わ
ば
、
下
町

^

^

の
.描

写

と

み

てよ
い
が
、
大
正
期
に
入
る
と
、
山
の
手
郊
外
が
急

速
に
開
げ
，た
こ
と
.は
、
こ
れ
ま
で
に
く
り
か
え
し
述
べ
た
,,
°
東
京
の
郊
外
が
発
展
し
た
こ
と
は
'

わ
が
国
に
お
け
る
東
京
の
位
置
が
ま
す
ま
す
重

.き
を
な
し
、
東
京
の
機
能
が
全
国
的
な
’水
準
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
に
い
た
づ
た
こ
と
を
合
せ
て
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。

「

今
は
关
正
六
$

、
‘
: -

m
車
の
線
，

(

京
3£
電
車
線)
.
.
.
.
が
川
：(

元
の
玉
川
上
水
路)

に
添
っ
て
出
来
て
、
あ
た
り
が
す
っ
か
り
明
る
く
開
け
た
け
れ
ど
、
ニ
、
三
年 

前
ま
で
は
、
其
処
は
さ
び
し
い
野
趣
に
富
ん
だ
川
添
の
路
で
あ
っ
た
。
其
処
に
は
川
に
橋
が
か
か
っ
て
ゐ
て
、
墓
地
だ
け
寺
か
ら
離
れ
て
ゐ
る
や
う
な
と
こ
ろ
も 

あ
れ
ば
、
松
の
樹
の
細
か
い
葉
に
夕
日
が
静
か
に
さ
し
て
来
る
や
う
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。」

'
田
山
花
袋
は「

東
京
の
三
十
年」

で
こ
の
よ
う
に

述
べ
そ
い
る
。

芥
叫
龍
之
介
の
.「

秋」

に
よ
る
と
、
郊
外
、
新
開
地
、
電
車
、
借
家
と
.い
う

t 

• 

• 

* 

'

言
^f

が
眼
に
.つ
く
が
、
当
時
'
*郊
外
は
新
開
地
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
電
車
や
借
家
は
郊
外
の
点
景
で
あ
ら
た
へ
ホ
節
、
冒
頭
の
寅
彦
の
文
章
を
見
よ)

。

「

彼
女
は
そ
こ
で
妹
夫
婦
の
郊
外
の
新
居
を
尋
ね
る
時
も
、
新
開
地
じ
み
た
電
車
の
終
点
か
ら
、
た
っ
一
人
俥
に
揺
ら
れ
て
行
っ
た
。
彼
等
の
家
は
、
町
並
が
葱 

畑
に
移
る
近
く
に
あ
っ
た
。
し
か
し
隣
近
所
に
は
、
い
ず
れ
も
借
家
ら
し
い
新
築
が
、
せ
せ
こ
ま
し
く
軒
を
並
べ
て
ゐ
た
。
の
き
打
ち
の
門
、
要
も
ち
の
垣
、
そ 

れ
か
ら
竿
に
干
し
た
洗
濯
物
、一

す
べ
て
が
ど
の
.家
も
変
り
.は
な
か
っ
た
。

」 

^

郊
外
は
新
開
地
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
文
化
^
:と
で
も
い
え
そ
う
な
景
観
を
.示
し
て
お
り
、

そ
こ
に
は
郊
外
文
化
が
渦
巻
い
て
い
た
の
で
あ

る
。
郊
外
に
は
伝
統
や
し
き
た
り
に
と
ら
わ
れ
な
い
若
さ
と
自
由
の
空
気
が
み
な
ぎ
り
、
青
白
き
ィ
ン
テ
リ
文
化
が
育
ち
、
小
市
民
的
生
活
と
い

っ
た
言
葉
.で
代
表
さ
れ
る
生
活
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

東
京
の
郊
外
.は
、

時
代
時
代
に
よ
り

.

次
第
に
移
動
し
た
が
、
•
中
心
部
に
近
い
山
の
手
■
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‘

は
、

.官
臾
、
軍
人
、：
実
業
家
の
す
ま
い
と
な
り
、
山
の
手
郊
外
は
会
社
員
"
教
員
、
学
者
、
地
方
か
ら
の
上
京
者
の
住
宅
地
と
し
て
開
け
た
の
で

あ
る
。
下
町
は
、
か
く
し
て
、.
江
戶
っ
子
の
ふ
る
さ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
。
郊
外
の
境
界
線(

郊
ル
8'
は
そ
の
環
を
ひ
ろ
げ
、
都
市
の
紀

1 |
'
と

.

い
わ
れ
る
通
勤
現
象
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
.た
。
：郊
外
は
、
：拡
大
し
て
行
く
都
市
の
‘膨
命
.で
あ
る
。
，

.
 

'
 

- 

「

こ
の
摩
の
主
人
、
堀
越
玄
鶴
は
画
家
と
し
て
も
多
少
ば
知
ら
れ
て
ゐ
た
。
•：
：
.現
に
彼
が
持
っ
て
ゐ
た
郊
外
の
或
地
面
な
ど
は
生
姜
さ
へ
碌
に
出
来
な
い
ら
し

か
っ
た
。
け
れ
ど
も
♦
は
も
う
赤
瓦
の
家
や
青
瓦
ゆ
家
の
立
ち
並
ん
だ
所
謂r

文
化
村
卜
に
変
っ
て
ゐ
た
。」

芥
川
竜
之
介
.
.

「

玄
鶴
山
房」

'
新
宿
を
中
心
に
新
開
地
の
郊
外
と
し
て
開
け
た
の
は
、
ま
ず
、
大
久
保
、
淀
橋
、
柏
木
、
千
駄
ヶ
谷
で
あ
っ
た
。
.特
に
大
久
保
一
帯
は
、
典
型

的
な
郊
外
生
活
者
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。’
明
治
時
代
の
大
久
保
は
.、

つ
‘つ
じ
の
名
所
で
、

花
の
頃
は
，東
京
か
ら
の
遊
覽
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

.

.

•:,
:「

そ
れ
は
明
治
四
十
一
年
の
秋
で
，
児
島
君
の
家
は
大
久
保
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
大
久
保
が
ま
だ
い
か
に
も
郊
外
の
新
開
地
ら
し
い
趣
を
持
っ
て
い
た
。
空
が
広 

く
見
晴
ら
せ
て
、
生
け
垣
の
•な
か
.に
小
さ
い
洋
間
の
応
接
間
が
見
え
る
。…

和
辻
哲
郎
、「

児
島
喜
久
雄
君
の
思
い
出」

.

.

一
方
、
鳥
崎
藤
村
に
よ
る
大
久
保
辺
の
描
写
は
こ
う
で
あ
る(「

新
生」)

。

-
- 

. 

■ 

• 

■ 

' 

■ 

.

「

新
宿
，ま
で
電
車
で
行
っ
て
/
そ
れ
か
ら
ま
た
岸
本
は
子
供
等
や
節
子
と
一
緒
に
大
久
保
の
方
角
を
指
し
て
歩
い
た
。
■ず
っ
と
以
前
に
一
年
ば
か
り
彼
が
住
ん
だ

，

こ
と
の
あ
る
郊
外…

…

そ
の
頃
の
樹
木
の
多
か
っ
た
郊
外
が
全
く
変
っ
た
新
開
の
土
她
と
な
っ
て
彼
の
行
先
に
あ
っ
た
。」

: 

. 

.. 

.

.

.

.

.

.

. .

■

.

»■
.,
.

戸
川
秋
骨
も
ま
た「

春
の
大
久
保
村」

，で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
;0
と
く
に
こ
の
ー
節
の
末
尾
に
気
を
.
.つ
け
.て
み
た
い
。

「

郊
外
の
第
一
の
特
色
は
声
と
色
と
で
あ
ら
う
。…

…

鶯
の
声
は
何
所
の
郊
外
に
も
同
じ
で
あ
ら
う
が
大
久
保
の
.花
の
色
に
は
特
色
.が
あ
る
。
そ
れ
は
徘
と
.丹
と 

.
朱
と
の
躑
躅
の
色
で
.あ
る
。
尤
も
こ
の
辺
も
開
け
る
に
従
っ
て
自
然
な
ら
ぬ
人
間
の
声
も
聞
え
る
よ
う
に
な
り
は
じ
め
た
。
三
味
線
の
音
さ
へ
時
に
は
籬
^1

洩
れ 

■
/

て
聞
え
る
琪
も
あ
っ
た
が
ハ
最
も
盛
ん
な
の
は
謡
の
声
で
あ
る
。」

..，'

ぃ
 

.

.
 

. 

-

こ
こ
に
も
山
の
手
の
生
活
に
.お
け
る
芸
能
の
一
断
面
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
，

謡
の
声
が
聞
え
る
の
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を 

「

'忘
れ
て
.は
な
ら
な
.い
。'.
-つ
ま
り
、
：
謡
や'三
味
線
を
う
け
.い
れ
る
.だ
け
の
生
活
の
基
盤
が
あ
り
、
.
ま
た
そ
れ
ら
を
た
し
な
む
生
活
の
体
制
が
あ
っ
た 

'.
と
い
う
こ
と
セ
.あ
る
。

_

V
.
:

 

'

都
市
の
也
活
と
都
市
の
描
造 

九
七
-(

1
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朿
束
散
策
記
と
題
す
る
荷
風
の「

日
和
下
へ
_」

に
，「

閑
地」

と
い
う
文
が
あ
る
。

「

一
尸
山
'ヶ
原
は
旧
尾
州
侯
御
下
屋
鋪
の

.あ
：：

っ

だ

処

、
.'

そ
：の
名
高
い
庭
園
は
荒
さ
れ

K

陸
軍
戸
山
学
校
と
変
じ
、
附
近
は
広
漠
た
る
射
撃
場
と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
の 

辺
豊
多
摩
郡
に
属
し
近
^
須
.ま
で
^
つ
--
;
1
:.0
名

所

で

あ

；：
っ
；
た
：
が

’

年
々
人
家
稠
贺
し_て
|
^
|
|
郊
外
め
新
開
；町
；と
な
っ
た
に

係
ら
ず
、
#|
ぬ
■
の
み
は
今
猶
依
然
と 

し
て
原
の
ま
1;
で
あ
る
0」

，
.
' 

.

.

■'
.

'

.

:
■

■
. 

'.

: 

•
 

一：

,
.

*

-
■

. 

._

■

'

、
：

'

、
，：

'く

：

 

; 

• 

. 

. 

■. 

. 

こ
う
し
て
荷
風
必
筆
に
ょ
名
大
久
保
辺
.の
風
物
撤
写
を
加
え
て
み
ゐ
と
、

郊
外
、
.
大
久
保
の
姿
が
.さ
ら
に
明
か
に
浮
び
上
.っ
，て

く

る

の

で

あ 

る
0
:
-
-
ン

....

.

.

 

——

 

：

——

■

.

.

.

.
 

■ 

■ 

V

「

の
ど
か
に
な
っ
た
。…

…

郵
便
を
い
れ
に
ゆ
く
道
す
が
ら
ひ
と
.の
庭
な
，■ど
を
み
て
あ
る
く
。.
い
ち
め
ん
芝
生
に
し
て
、
小
山
の
う
へ
に
あ
づ
ま
や
を
た
て
た
家 

.
が
あ
る
ノ
花
壇
に
は
い
ろ
い
ろ
の
ヒ
ヰ
シ
ン
ス
が
今
を
盛
り
に
咲
.い
て
ゐ
:^
。：
ま
た
琴
の
音
の
も
れ
.て
く
る
家
が
あ
る
。
思
ひ
出
し
思
ひ
出
し
ひ
い
て
る
や
う
に
.

•

と

.^
え
が
.ち
に
こ
ろ
り
ん
、
こ
ろ
り
ん
と
鳴
る
。」

.

.

.

..

. 

'

.

> 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

. .
’ 

.' 

• 

、
 

;

‘こ
の
ょ
う
な
文
を
の
こ
し

’た
の
は
中
勘
勒
で
あ
る

(「

郊
外」)

。
 

,
 

大

正

.
昭
和
の
東
京

•の
山
の
手
郊
外
は
、...明
治
.•'東
京
の
郊
外
と
性
格
を
興
に
す
る
が
：、
そ
れ
は
.、
大
正
..昭
和
む
東
京
の
郊
外
が
、
生
活
の• 

本
拠
地
七
し
て
発
展
し
た
と
い
う
意
味
.で
あ
る
。
郊
外
は
と
う
し
■て
ま
す
ま
す
武
蔵
野
の
面
影
を
失
わ
せ
な
が
ら
、
拡
大
し
て
き
た
。

(

.
1

)

：
こ
の
.点
.に
つ
い
で
は
：、
奥
井

、

「

明

治
•
.東
京
の
性
格——
都
市
生
活
史
に
つ
い
て
の
魔
書
U

:
、
H
田
学
会
雑
誌
、
.第
四
六
巻
、
.
第
六
号
を
参
照
せ

よ
、

■■
.
 

...
 

.

.
:
.' 

..
 

.

(

2)

拙
稿
、「

東
京
の
郊
外
/

三
色
旗
、
第
一
九
九
号
、

一
九
六
四
年
を
み
ょ
。

C
3

)

.奥
井
、
昭
和
三
十
年
度
大
学
講
義「

都
.市
問
題」

ノ
ー
ト
に
ょ
る
。
-:
な
お
、
前

掲「

明
治
•
東
京
の
性
格」

'を
み
ょ
。
 

.

(

4)

身
内
集
団
と
他
人
集
団
は
、
奥
井
教
授
が
し
ば
し
ば
使
用
し
た
独
自
の
言
葉
で
あ
る
。
:'

(

5)

：
な
お
.、.
芝
木
货
子
のr

隅
田
川」

(

新
潮
文
庫
版)

.I'

四
七
頁〜

四
八
頁
に
.かけて、適切
な例がみられ
る。

ン
 

■

「…
…

『

高
菱
が
時
間
通
り
に
洋
服
で
勤
め
る
か』

こ
の
.想
像
が
可
笑
し
か
っ
た
の

で

、

菊
良
は
仰
む
い
て
自
ら
を
冷
か
す
た
め
に
、
口
の
端
に
笑
い
を
こ
ぽ

し
た
。
ほ
と
ん
ど
感
覚
的
に
拘
束
を
う
け
つ
け
な
い
、
.み
み
っ
ち
さ
を
嫌
悪
す
る
も
の
が
彼
の
裡
に
あ
■っ
た
。

,:(

6)

.

「

明
治
.
東

京

の

性

格

」

，
一

七

頁

を

み

ょ

。

. 

. 

-

I

I
I
j

I

1
I
1

IIJ

9 8
1 

十

四

寒

^

る
。
郊
外
電
取
で
明
治
I

n

び

の

む

車
、
g

 

"

J

^

m

^

u

/

ヽ
京
の
i

一
 

面
I

f

奥
井
教
授
は
み 

砂

利

讓

.を

青

的

f

も

王

l

l

i

f
す

し

I

川
電
車
の
如
I

s

多
摩
川
の

そ 

賀
^

^

f

f

 
だ 
l

l

g

s

i

 
た
。
k

(

^

^

紙

漉

平

三

郎

っ

手

記

^ -

三

四

頁
-製
紙
博
物
館
編
ノ

.

(

12)
「

明
治
•
.東
京
の
性
格」

、
七
頁
を
み
ょ
。

.

(
2
.
)
「

明

治

，
東

京

の
.性

格」

、.
七

頁

：を

み

ょ

。

(

y

「

日
和
下
駄」

は
大
,

年
八
月
か
ら
四
- *

ハ
月
に
か
け
て
、「

三
田
文
学」

に
毎
号
連
« -

さ
れ
た
。

四
、
む

す

び

都
.市

：
の
'
生

活

之

都

市

の

構

造

\

0 

一
 

端
、
或
は
甲
州
街
道
と
な
り
、
 

或
は
I

道
と
な
り
、
或
は
中
原
道
と
な
り
、
或
は
世
田
ヶ
谷
街
道
と
な
り
て
、
郊
外
の
林
地
田
圃
に
突
入
す

^
參

市

街

I

つ
か
ず
宿
駅
と
集
か
ず
、
.i

の
生
活
と
5

の
自
然
I

配
合
し
て一

種
の
光
景
を

..ほ

居

_

処
を
描
写
す
る
こ
.と
が
、
-M
る
自
分
の
詩
興
を
喚
び
起
す
も
妙
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
斯
様
な
場
処
. 

力
我
等
の
避
を
惹
く
だ
ら
う
か
。

..：
：
即
ち
斯
様
な
町
外
れ
の
光
景
は
何
と
な
く
人
を
し
て
社
会
と
ハ
ふ
も
の

蒱
図
で
も
見
る
や
う
な
思
を
な
さ
し
む
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

.
更
ら
に
其
特
点
を
言
へ
ば
、
'大
都
会
の
上

每
の
名
残
と
S

の
生
活
の
余
波
と
が
此
処
で
落
合
っ
て
、
緩
か
に
う
づ
巻
い
て
居
る
や

う

に

思
は

れ

る

。'
わ
：

■ '
' 

.

;•
九

九(1
1
1
0
1
)



' 

. 

.

.

>

'

•

•
パ

.

一
〇
〇 

< 
三

o
r 一

)

.

，
給
べ
:-
'
'其
処
に
片
眼
の
犬
が
蹲
て
居
.る
"
此
犬
の
名
の
逋
っ
て
居
る
限
り
が
即
ち
此
町
外
れ
の
領
分
で
あ
る
。」

. 

V 

.
 

'

国
木
田
独
歩「

武
蔵
野」

：

■■

• 

. 

. 
: 

*
■■■■

• 

-■ 

■ 

.

こ
こ
，で
は
、
都
市
の
生
活
構
造
、
階
層
構
造
、
地
域
構
造
、
.形

態

構

造

に

つ

い

て

、

特

に

東

京

の

下

町

と

山

め

.手

を

例

と

し
て
挙
げ
な
が
ら
考 

察
を
す
す
め
て
き
た
。

特
に
生
活
景
観
に
重
点
.を
お
き
.、
作
品
の
.一
節
を
そ
の
都
度
使
用
す
る
と
い
う
方
法
を
と
.

っ
た
。

さ
て
、
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、

■/
■本

稿

で

は

、
，
奥

井

復

太

郎

教

授

，の
所
説
の
紹
介
に

や

や

頁

を

費

し

.
過

ぎ

た

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
私
は 

「

都
市
の
生
活
と
都
市
の
構
造」
.
に
つ
い
て
述
べ
る
一
方
、
本
稿
の
内
容
を
逆
に
投
影
し
た
場
合
、

奥
井
教
授
の
所
説
、
業
績
及
び
そ
の
姿
勢
、
 

関
心
が
i

浮
び
I

I

待
し
た
の
で
I

。
果
し
て
こ
の
目
的
は
、
ど
の
程
度
達
せ
ら
れ
I

い
ず
れ
に
せ
よ
、
.我
国
の
都
市
研 

究
、
特
に
都
市
社
会
学
研
究
の
分
野
に
鍬
を
入
れ
、

こ
の
分
野
の
開
拓
者
と
し
て
多
方
面
に
わ
た
る
業
績
を
残
さ
れ
た
奥
井
教
授
の
所
説
を
あ
ら

た
.め
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
、
斯
学
の
今
後
の
発
展
の
た
め
に
必
要
で
’ぢ
り
、
有
益
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

- 

- 

.
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.も
う
r
つ
、
作
品
を
引
用
す
石
方
法
：で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
生
前
、
奥
井
教
授
が
度
々
使
わ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
意
味
で
、
本
稿
で
は
徹
底
し 

て
こ
の
方
法
を
採
用
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
特
に
生
活
景
観
を
描
く
場
合
、
こ
の
方
法
は
き
わ
.

め
て
有
効
で

あ
る
と
思
う
。

山
の
手
と
.下
町
の
問
題
を
含
め
て
、
東
京
の
生
活
史
は
、
奥
.井
教
授
に
と
っ
て
も
深
レ
関
心
を
-よ
び
お
こ
し
た
問
題
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
 

生
活
基
盤
,
生
活
体
制
"
.生
活
理
念
と
い
う
考
え
方
は
奥
井
教
授
の
所
説
の
基
礎
を
成
し
て
い
た
か
ら
、

そ
れ
ら
を
こ
こ
で
で
き
る
だ
け
生
か
し 

て
み
た
い
'
.
.と
考
え
た
の
で
あ
る
。
:'
,

で
は
、
東
京
の
生
活
は
、
明
治
以
降
、ど
の
よ
う
に
か
わ
っ
た
か
。

そ
れ
は
色
々
な
角
度
で
と
ら
え
る
こ
と
が
：で
き
る
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
て 

み
た
い
？

.：

.
;-
:: 

.
■•
:
-
,
へ

 

'
;

■•

.

一
言
^
い
え
ば
、
東
京
の
生
活
は
、
歩
く
世
界
か
ら
乗
る
世
界
の
生
活
へ
と
か
わ
っ
た
の
：で
あ
る
0
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
東
京 

に
限
っ
‘た
も
の
で
は
な
い
。
■こ
.の
よ
う
な
変
化
.：は
、
狭
い
完
結
し
た
社
会
が
く
ず
れ
、.
生
活
圏
が
拡
大
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
近
隣
社
会
な
い

m

し
は
、
町
内
集
団
、

.

身
内
集
団
が
解
体
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
I

で
K

い
.

か
え
れ
ば
、
.生
活
.の
三
拠
点
が
次
第
に
分
散
し
て
来
た
の
で
、
 

職

場

と

詹

'(

店
と
奥)「

の
分
離
が
f

職

い
て
み
ら
れ
た
こ

と

.
さ
I

都
心
に
大
企
業
I

中
し
t

'

f
ネ
ス
，'セ
ン
タ
.丨
の
I

)

、
奉 

論
活
者
が
郊
外
に
居
を
か
ま
え
で
、
職
場
.：へ
の
通
勤
が
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
I

せ
て
考
え
て

み

な
け
れ
ば 

ら
現
金
給
与
へ
、.
大
福
帳
か
ら
近
代
的
な
囊
経
理
へ(

家
計
と
事
業
経
理
の
分
離)

.，と
V

変
化
も
以
上
の
よ
う
な
囊

の

鹰

に
あ
.

っ
た
。

生
活
の
薩

、
.
.体
制
、：
理
念
、，
景
観
の
変
化
は
：、
そ
の
速
度
に
お
い
て
異
な
.り
、
ま
た
、
，変
化
の
.要
因
を
一
概
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
 

H

明

治

•
東
京
以
降
を
み
る
と
、
ま
ず
、

.東
京
が
我
国
の
政
治
、
.経
済
、
文
，化
の
中
枢
機
能
の
.所
在
地
と
し
て
日

本

の

都

市

体

系

の

中

で

 

特
に(

ヰ
要
な
位
置
を
占
め
、
東
京
の
影
響
力
は
全
国
に
波
及
し
、
全
国
：の
I

が
東
京
に
反
映
す
る
も
の
，で
あ
っ
た
点
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
企
業
の
集
中
、
政
治
の
中
枢
機
関
め
所
在
と
そ
の
馨
力
の
強
化
、'
文
化
活
動
'の
隆
盛
、
交
通
機
関
.の
整
備
な
'

ど
が
、

.

東
京
の
生
活
と 

都
市
、
東
京
の
性
格
に
影
響
を
及
ぼ
.

し
た
。
，そ

む

て
.:
大

頂

十

二

年

の

関

東

大

變

が

、
，
東

S

 

大

賛

後

の

：. 

東

京

に

は

、

復

興

都

市

(

荷

風

、

i

東

綺

譚

」
)

.

の
気
風
が
満
ち
て
い
.た
。
 

.

交

通

機

関

の

発

達

が

郊

外

の

.発

展

I

し
、

.

都

市Q

流

動

性

が

生

じ

：、

都

心

部

が
発
展
し
た
t

さ
ら
に
狭
い
生
活
圏
が
と
わ
れ
、

' 

か
く
し 

て
広
い
行
動
半
径
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
t

忘
れ
て
は
な
ら
な
いこ

.：

と
.

で
I

。
.

大
正
'

•
東
京
に
.お
.い
て

は

，

特
に
山
の
手
、
.

西
南
部
.

の
郊
外
が
急
速
に
開
け
た
。「

近
郊
‘

の
趣
味
を
全
く
破
壊
し
去
.

っ.
た
電
車
丨
.」

(

花
袋
、「

東
京
の
3

十
年」

)
_ 

.

.

凍
京
の
郊
外
は
新
開
町
で
、
勤
人
や
学
生
の
住
む
と
.
，
I

で
あ
■

り
、
そ
こ
.に
は
昔
の
空
気
は
：少
し
も
残
っ
て
い
な
い
、

.

江
戸
ゎ
空
気
ネ
文n

r
v

こ 

JE

迫
さ
れ
て
市
の
真
中
の
む
し
ろ
底
の
方
：に
か
す
か
に
残
っ
て
い
る
.,
と
花
.袋
は
，み
こ

。

.

.

.

.

.

明
治
ニ
十
年
頃
の
東
京
に
は
、
す
で
に
新
旧
の
二
つ
の
生
活
景
観
が
み
ら
れ
た
。：
震

と

革

新

、.
保

存

と

麗

.の
対
立
が
、

.そ
こ
に
あ
っ
た
'

と
. 

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
頃
に
は
、
外
国
巍
の
家
屋
と
純
日
本
式
，.の
家
屋
が
対
照
的
に
あ
り
、
.
外

国

風

の

町

と

江

戸

風

の

.町

が

あ

っ
た
。
花
袋
に
よ 

れ
ぼ
、
前
者
は
開
け
て
ゆ
X

形

で

龜

的
I

分
を
あ
ら
わ
：し
、
後
者
は
衰
え
す
ゆ
く
形
で
保
守
的
な
気
分
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
であ
る

(「

東

.
都
市
の
生
活
と
都
市Q

#

造
.

. 

' 

. 

1

0

1

(

：1.ニ
〇
尋



E

, 

; 

-

\

' 

/ 

.

1
0ニ 

(

ニ
ー
〇
西)

- 

,京
.の
三
十
年」)

'°
:
..
'
' 

:■'■'
.
>
.

 

■

‘，

山
の
手
と
下
町
は
、
明
治
時
代
に
お
い
て
一
応
区
画
さ
れ
る
が
、
明

治

•
東
京
の
下
町
に
‘は
、
ま
だ
、
江
戸
の
風
が
名
残
り
と
し
て
み
ら
れ
た 

パ
よ
う
で
あ
る
。

'明
治

‘
東
京

^
典
型
ほ
卜

^

ぼ
の
-商
人
ノ

^

^

で

あ

り

、
，
^

大

正

時

代
 

.は

.

.明

治•

東
京
が
昭
和
•，東
京
へ
'̂
.大
身
く
う
つ
.ゎ

：か

わ

名

過

渡

期

で

あ
0
た
。：
関
東
大
震
災
と
郊
外
電
車
の
発
!
、

こ
の
一
一
つ
は
明
治
•
東 

.
京
を
次
第
.次
第
'に
崩
壊
さ
せ
、
ン
あ
ら
た
に
.昭

和

•
東
京
が
あ
ら
わ
れ
る
契
機
：.と
：な

0
'た
と
田
心
わ
.れ
る
。
.玉
川
電
車
は
当
初
は
、
砂
利
運
投
，の

機

関
.
 

と
_い
っ
ズ
も
よ
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
次
第
：

.に

.乗
客
本
位
0

つ
の
相
と
.し
て
注
目
す
べ
き
一
駒
で
あ
る
。

明
治
時
代 

..の
郊
外
は
生
活
の
拠
点
と
し
て
の
性
格
が
う
す
く
、
.
.犬
.正
以
降
.の
郊
外
は
.、：

生

活

の

本

拠

七

な

，っ
；
た

と

い

う

点

も

、

東

京

の

地

域

，

階

層

、

多 

態
、
生
活
め
各
構
造
の
変
化
ー
と
深
く
結
び
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
"
.
こ

こ

：
で

は

、
，
：
雜

外

の

例

と

し

.

K

は
、
下

町
.の
.向

島

と

山

の

手

の

大

久

保

を

対 

:

照

的

、
に

挙

げ

て

み

'
た

？ 

' 

■-
 

:

./
:
.
典

型

的

に

み

て

大

き

く

と

ら

え

る

と

、
，
'
下
町
の
生
活
構
造
は
、
：商
い
.と
.手
仕
事
、
狭
い
生
活
空
間
、
,-
伝
統
と
レ
ト
^
卜

へ

の

傾

斜

と

し

，て
、

階 

層
構
造
.は
商
人
■■

職
人
と
し
て
地
域
構
造
は
東
- ^
図
型
の
古
.い
東
京
^
し
て
>
形
態
構
造
は
店
と
奥
よ
り
.な
.る
純
日
本
風
の
住
居
と
陕
い
露
也
、

坪
庭
と
し
て
要
約
セ
き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
山
の
手
の
生
活
構
造
：は
俸
給
生
活
、.
通

勤

、
，
広

.
：い

生

活

空

間

、
.

自
由
と
革
新
の
気
風
と
し
て
、
階
層 

構
造
は
.俸
給
生
活
者
、
学
生
、
地
方
か
ら
の
上
京
者
と
し
：て
、；
地
域
構
造
は
、:
西
南
部
の
新
し
：い
東
京
と
.し
て
、
形
態
構
造
は
新
開
地
、
郊
外
電 

車
、
門
が
ま
え
の
あ
る
家
ノ
垣
根
，
.赤
屋
根
-'
と
し
て
要
約
で
き
る
。
;.
:

.

'

'

.

芸
能
の
面
で
は
、
.
.下

町

の

三

味

線

、
，
手

踊

に

対

：し
、

...
山
.の
手
の
琴
、

謡
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
な
対
照
は
や
が
て
混
合
し
消

滅

す

る

の
で
あ
る 

が
、

下
町
と
山
の
手
の
性
格
を
考
え
•る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
芸
能
の
対
照
的
な
姿
を
み
る
こ
と
も
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。：

-
■•
い
い
か
え
れ
ば
、
生
活
基
盤
の
面
.で
は
下
町
の
営
業
、
手
仕
事
に
対
し
山
の
宇
の
勤
め
'を
、
.
生
活
体
制
の
面
で
は
下
町
め
封
鎖
性
に
対
し
山
.の 

手

ま

流

動

性

を

ヾ

生

话

理

念

め

面

で

は

下

町

+の
粋
ソ
計
画
性
ポ
伝
統
に
対
ん
山
の
手
の
洋
風
^
苯
新
を
/

生
活
景
観
の
面
で
は
下
町
の
露
，

-

!

[
 

- 

■

と
奥
、
.格
子
に
対
し
山
.0
手

の

郊

外

電

車

、

_貸
屋

、
；
洋

間

の

応

接

間

を

対

比

.さ
せ

て

考

え

る

こ

と

.が
で

き

る

。

'

本
稿
に
お
い
て
は
、_

構
造
、階
層
構
造
、地
域
構
造
、形
態
構
造
：の
四
つ
の
面
の
関
連
性
I

摘
し
な
が
ら
、
複
雑
な
都
市
現
象
の
分
析
与 

し
、

O

K

^

^

1

0

 ̂
生
活
、
階
層
、地
域 

の
三
つ
-の
面
に
.つ
い
.て
は
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
研
究
に
お
ぃ
て
多
く
の
分
析
が
加
え
ら
れ
て
き
て
い
る
.。

こ
こ

で
や
や
新
し
い
視
角
を
提
出
し
た 

と
す
れ
ば
そ
れ
は
形
態
構
造

や
生

璧

羅

に

重
占

妥

.g
い
て
、
他
の
面
を
考
え
て
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。：都
市
社
拿
の
研
究
に

^
、

.

,
て
、

こ
の
ょ
う
な
生
活
景
観
や
形
態
構
造
を
今
ま
で
以
上
.に
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
な
お
新
し
い
研
究
分
野
や
視
角
が
求
め
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
' 

都
市
問
題
の
多
く
.は
、
ナ
で
に
述
べ
た
四
つ
の
構
造
の
間
に
不
均
衡
が
み
ら
れ
た
り
、

生
活
め
四
領
域(

菱

，
益

、
理
念
、
形
態)

.の
変

化
 

の
速
度
が
異
な
っ
た
り
す
る
こ
.と
に
ょ
.っ
て
起
き
る
。

人
間
定
住
社
会
の
科
学
と
し
て
の
エ
キ
ス
テ
ィ
：ッ
ク
ス(

E
I
C
S
)

を
構
想
し
た
ギ
リ
シ 

.

.ア
の
建
築
家
、
.ド
ク
シ
ア
デ
ィ
ス<

C
.
,
A
.
D
o
x
i
l
)
.

.は
、
一
定
住
社
会
.の
要
素
と
し
：て
人
間
，(

変
化
す
る
人
間)

、
，社

会

.

(

変
化
す
る
社
会)

、

f

 

す

る

議

、
自
然
.

(

崩
壊
さ
れ
る
自
然)

：，
殼
へ(

建
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
I

 

.め
中

に

容

る

人

間

が

奮

で

安

全

で

t

た
ち
に
援
助
を
与
え
：る
こ
と
、；と

会

？

ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
目
標
，で
あ
る
と
.い

5 4

。
ま
た
、
モ
デ 

ユ
ロ
丨
ル
'(

f

 

•人
間
的
尺
度
、
標
準
尺)

.の
考
え
を
示
し
、
近
代
建
築
の
五
原
則(

ピ
ロ
テ
^
^
独̂
立
骨
組
、
屋
上
庭
園
、
自
由
な
平
面
、
自
由
な 

ノ
立
®

を
打
出
し
た
ル
、
.
コ
ル
ビ
ユ
.ジ
エ
：<L

e 

1

1

}
は
、
住
む
、
'働
く
、
-'
心

身

を

青

成

す

る

、
'
こ

の

秩
序
と
制
約
の
中
で
往
来
す
か
、
こ 

の
四
つ
を
人
間
を
中
心
に
し
た
_四

づ

の

：機

能

と

み

る

。

そ

し

て

彼

ば

い

う

。
：

-

;

:

>ン

.

■「

太
陽
、
空
間
、
木
、
：そ
れ
ら
を
私
は
，
都
市
計
画
の
基
本
的
I

料

、
：
：
八

本

質

的

な

喜

び

.
^

と
認
め
.る

。」

：べ「

做
藍
.が
白
か
ん
^̂

:東

京

：の

生

活

と

東

穿

の

^
造
に
.お
、
.：て
：
現
在
'
.
.太
陽
と
空
間
と
木
が
果
し
て
豊
か
で
あ
る
と
.い
え
.る
か
ど
う
か
。

明
^'
•
東
京
以
来
、.
束
京 

は
急
速
■

貌
し
な
ガ
ル
、
ー|
菜

は

多

く

：
翁

市

問

題

を

_

出

し
'

^

::す
ょ
う
に
、
.人
間
中
心
.の

帮

計

画

を

考

兔

る

ミ

と

は
.

，
都

沛

の

生

活

と

都

市

.

の
構
造
を
.問
題
务
す
る
場
舍
に
%
無
関
係
で
は
な

い

。

..

I

I

I

 讀



お
わ
り
に
、
都
市
は

ま
こ
と
に
万
華
鏡
の
世
界
で
あ
り
、‘
そ
の
姿
の
分
析
は

容
易
で
な
い
が
、
こ
こ
で
は
一
応
の
試
案
と
し
て
、
■第
七
図
の
よ 

う
な
図
表
を
ま
と
め
て
み
た(

九
六
頁
を
参
照
せ
ょ)

。
こ
の
図
表
に
つ
‘い
て
は
、
今
後
、
修
正
を
か
さ
ね
て
行
き
た
い
と
思
う
。
本
稿
で
述
、、

/

た
^
.
 

.問
題
は
、
す
べ
て
な
ん
ら
が
の
か
た
ち
.で
、
.こ
の
.図

表

に

含

め

た

-0
も
.り
'で
あ
る
。
.(

一
九
六
五
.年
九
月)

V

;

: 

•

,

■ 

. 

パ.、

' 

:

:

• 

;

1
'

)

：「

元
来
、1
.一.国
或
い
は
他
界
に
於
け
る
.都
市
分
布
の
図
型
は
、
•各
々
そ
の
：時

代

の

経

済

治

r
社
会
構
造
の
裡
に
配
匱
さ
れ
た
一
つ
の
聚
落
図
型
で
あ 

S
。
.従
っ
.：て
又
其
の
図
型
に
於
い
て
中
心
点
を
占
め
る
当
代
の
中
央
都
市
の
在
り
方
は
、
其
の
時
代
の
組
織
原
理
と
指
導
精
神
を
最
も
好
く
ft
表
す
る
も
の
と 

:

な

る

。

」
「

明

治
•
東
京
の
性
格」

一
頁
，

'

(

2) 

教
授
は
、
山
の
手
.と
下
町
と
ば
今
日
の
よ
う
に
機
能
办
地
区
区
‘分
で
は
な
く
、
明
治
•
東
京
に
お
い
'て
は
、
生
活
身
分
的
区
別
を
持
っ
て
r
こ
と
い 

'

.う

(「

明
治 

r 東
京
の
.性
格」)
へ
^ ̂

.

，
下
町
の
商
人
職
人
の
生
游
は

:
(

一X
地
元
性
、
•

(

二)

.伝
統
性
、
■.

(

三)

商
人
道
の
成
立
、
..(

四)

山
の
手
と
下
町
と
は
、
'は
っ
き

り
し
た
社
会
的
身
分
的 

-
,相
違
を
み
.せ
る
、
と
い
う
四
つ
の
特
徴
を
示
す
の
で
あ
る(「

明
治
、
東
京
の
性
格」

九
直)

。(

ニ)

の
伝
統
性
は
、
商
業
に
お
い
て
は
、
出
入
の
制
度
や
お 

と
く
い
：制
度
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
.

'

. 

'
■
.

(

3)
「

か
X
て
商
人
.
職
人
の
卞
町
ノ
東
京
は
明
治
か
ら
大
正
.
昭
和
へ
め
推
移
に
於
い
て
サ
ラ

リ

！
.マ
ジ
、

工
場
労
働
者
の
山
の
手
的
東
京
と
.：な
っ
ヒ
の
で 

■

あ
る
。」

「

明
治
，
東
京
の
性
格」

-
I
O
C

 

:
、 

,

■ (

4)

.

ヱ
キ
ス
.
ー
ア
ィ.
ッ
ク
ス
と
は
人
間
定
^d

ぉ
会
の
問
題
の
全
体
ft
-
を
.と
ら
え
、.
完
全
な
二
つ
.
の
体
系
の
中
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
科
学
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
機
能
と
は
、人
間
.と
そ
：の
容
器
と
し
て
の
殼
を
結
ぶ
要
素
で
：

あ
り
、殻
と
は
住
^

を
さ
す
r

機
能
は
、，
.住
居
、，
交
通
，
生
産
、
余
暇
等
に
区
分
さ 

れ
自
然
の
要
素
は

.

.：土
壌
、

地
上
.の
：表
丽

、

水
、
空
気

、

无

候

.で
あ
り
、
：殼
ば
家
屋
、：.ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
諸
要
素
に
分
解
で
き
る
。

「

住
民
と
い
え
ば
何
千
年
と
い
う
間
、
都
市
の
，
住

民

は

人

間

と

家

畜

だ

け

で

あ
っ
た
。
十
九
世
紀
に
な
り
鉄
道
が
坐
ま
れ
て
都
市
の
形
態
に
影
響
を
与
え
始
め 

た
。
そ
し
て
二
十
世
紀
に
は
都
市
の
居
住
者
と
し
て
の
人
間
に
加
ん
て
機
■械
、
そ
の
中
で
も
主
と
し
て
自
動
車
が
加
わ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。…
…

人
間
の
動

き
は
せ
い
ぜ
い
時
速
五
秆
の
ス
ピ
I
ド
で
あ
っ
.た
。
し
か
し
自
動
車
は
ニ
百
秆
の
速
度
が
出
せ
る
の
，.で
あ
る
。
..

.
昔
は
都
市
の
形
は
人
間
の
動
き
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
た
.
の

で

あ

り

、

.:
今

は

人

間

と
自
動
車
や
そ
の
他
の
機
械
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。」

ド
ク
シ
ア
デ
ィ
ス
、
磯
村
英
一
訳

、

「

rr
し
い
都
市
の
未
来
象 

I

H

キ
ス
テ—

ッ
クK

-」
.

?)

ー
プ
三
ー
_年
.
.
0

.

.
1

>-
1\
/1:
の
.第
四
回
会
讓
で^:
定
さ
れ
た
都
市
、つ
く
り
.
の
.
憲
章
で
あ
る
：

「
.
.ア
テ
ネ
憲
章」

パ
に
よ
る
と
、
都
市
の
四
つ
.の
機
能
1
’
一
、
 

住
居
、
：ニ
、

レ
ク
リ
ェ

ー

.
シ
ョ
ン
、'三
、
：
職
場
、
:-
.
'四
ノ
交
通
で
ぁ.る
0
 

-
:

'
憲
章
七
六
、
都
会
の
支
配
内
の
す
べ
て
の
次
元
は
、
人
間
の
ス
ヶ
丨
ル
に
関

連

づ

け

ら

れ

る

べ

き

で

あ

る

。

憲
章
七
.八
都

市
討

画
は
、
こ
の
'四
つ
：
の
主
要
な
機
能
を
も
つ
都
市
内
の
相
互
関
係
的
な
位
置
と
内
的

構

造
を
決
定

す

べ

き

で

あ

る

。

写

エ

は

、

現

代

の

大

都

f

い
て
次
の
よ
う
な
姿
I

い
た
が
、
今
日
の
わ
が
I

T

毎
日
毎
日
の
.争
い
。.i
い
う
よ
り
も
、
茫
然
と
.さ
る
都
市
の
真
只
中
に
お
け
る
一
分
毎
の
争
い
。
都

市(

ニ
ュ
丨
ヨ
丨
ク
あ
る
い
は
シ
ヵ
ゴ)

の
暴
力
の 

卜
r r
,、
る
と
き
の
.絶
望
の
数
時
間
、
七
し
て
仙
境
的
壮
麗
さ
の
.'中
に
い
る
と
き
の
囊
と
信
頼
と
楽
観
の
数
時
間
。
私
は
我
慢
で
き
な
、，

丨
身
を
磨
り
減
3 

す
^
距
離
7 0
通
勤
、.
騷
音
を
爆
発
さ
せ
る
地
下
鉄
、
場
末
の
黒
ず
ん
.だ
煉
瓦
の
街
や
硬
化
し
た
非
情
の
街
丨
賃
貸
し
の
箱
の
街
、
金
銭
の
世
紀
の
都
卞
を
な 

i

窟
の
往
コ
K
 

r

f
ク
や
シ
ヵ
ゴ
.
1
貧
民
窟
^—

S

I

蛮
な
洞
穴
' 
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、：
幾
百
万
の
人
間
が
質
の
.低
下
を
蒙
ら
さ
れ
て
い
る
の

現
代
の
都
市
に
お
け
る
究
極
の
課
題
.は
、
a '
賢

®'
^ '
と
い
う
一.
言
に
つ
ぎ
る
だ

ろ
う
。

：

.

.

.

.
 

.

,
 

• 

• 

•• 

'
. 

• 

.

な
お
、
こ
こ
で
参
照
し
た
奥
井
復
太
郎
教
授
の
著
書
、
.
論
文
，
講
演
記
録
、：
講

義

ノ

ー

ト

は

、
，次

の

と

お

り

で

あ
る
。
.
.

著

畜

「

現
代
大
都
市
論

」

有
斐
閣
、
昭
和
十
五年
。，

.「

都
市
経
済
論」

.

慶
応
出
版
社
。

論

文

「

明
治
i

京
の
性
格—

都
市
生
活
史
に
つ
い
て
の
覚
書—

」

三
田
学
会
雑
誌
、
第
四
六
卷
第
六
号
、
昭
和
二
十
八
年
、

丁
ニ
ニK

。

「

再
論

『

現
代
大
都
市論』」

三
田
学
会
雑
誌
、
第
五
六
卷
第
一
〇
号
、
昭
和
三
十
八
年
、

丁
一
七
頁
。
 

:

「

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
1-
.
三
田
学
会
雑
誌
、
第
五
七
卷
第
七
.
八
号
、
昭

和

三

十

九

年

、

〜

〇。

講
演
記
録

「

現
代
大
都
市
の
避
济
.
：̂

的
性
格」

：
-:
;
;:,
:

:
ハ
'
_

.「

荷
風
と
東
京」

.三
田
評
論
、
第
五
八
四
号
、
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